


はじめに
　編集方針　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2　　
　学長インタビュー　　　　　　　　　　　　　 　3
　千葉大学環境・エネルギー方針　　　　　　　　 5
　 ：ISO14001 認証取得から 10 年　　　  　  6

第１章　千葉大学の概要
　千葉大学憲章　　　　　　　　　　　　　　　 　 7
　運営・教育研究組織　　　　　　　　　　　　　  8
　主要キャンパス　　　　　　　　　　　　　　　  9

第２章　環境教育・研究への取り組み
　 ：廃校小学校にサテライトキャンパス　    11
　大学・大学院での環境教育・研究　　　　　　      12
　千葉大学の環境関連科目の紹介（抜粋）　　　        13
　環境関連科目の内容紹介（一部）　　　　　　        14
　部局長に聞く！　　　　　　　　　　　　　　      15
　最先端の環境教育・研究の紹介　                               20
　附属学校における環境教育　                                 　  26

第３章　エコキャンパスへの取り組み
　 ： PCB 処理、地下水浄化システムを導入　28
　光熱水量の削減　                                                            29
　光熱水量の推移　　　　　　　　　　　　　      　30
　紙資源の３Ｒ　　　　　　　　　　　　　　　  　31
　廃棄物の削減　　　　　　　　　　　　　　　　  32
　落ち葉の有効利用　　　　　　　　　　　　　  　34
　化学物質の管理　　　　　　　　　　　　　　  　35
　自転車環境の整備　　　　　　　　　　　　　　  36
　構内の緑化活動　　　　　　　　　　　　　　　  37
　分煙環境の整備と禁煙支援・グリーン購入促進　  38
　構内事業者へのインタビュー　                                   39
　関連事業者へのインタビュー　                                   40

第４章　学生主体の取り組み
　 ：マイボトルモデル事業　                             41
　 ：身近な地域と世界の環境を考える　        43　
　学生主体の環境・エネルギー マネジメント
 　　　　　　　　　　　　システムの構築・運用　44
　EMS・EnMS に関する中核業務への学生委員会の関わり　45
　環境ＩＳＯ学生委員会の年間スケジュール　　　 46
　各地区委員長のコメント　　　　　　　　　　　 47
　NPO法人環境ＩＳＯ学生委員会の取り組み　        48

第５章　環境コミュニケーション
　 ：植物を通じた被災地支援活動                   　49
　地域社会への情報発信　　　　　　　　　　　　　50
　グローバル化への対応　　　　　　　　　　　　　51
　地域との交流　　　　　　　　　　　　　　　　　52
　大学祭における環境対策活動　　　　　　　　　　54

第６章　環境・エネルギーマネジメントシステムの
　　　　仕組みと結果
　環境・エネルギーマネジメントシステム運営組織　55
　環境目的・環境目標と達成度評価一覧　　　　　　56
　物質収支（マテリアルバランス）　　　　　　　  　61
　環境会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62
　環境関連法規制等の順守状況　　　　　　　　　　63
　内部監査の実施　　　　　　　　　　　　　　　　65
　内部監査における良好事例の紹介　　　　　　　　66
　最高経営層によるマネジメントシステムの見直し　67

第７章　資料編
　環境ガイドライン対照表　　　　　　　　　　　　70
　大学構成員数一覧表　　　　　　　　　　　　　　71
　学生向けアンケート調査結果　　　　　　　　　　72
　教職員向けアンケート調査結果　　　　　　　　　74
　物資収支詳細データ　　　　　　　　　　　　　　76
　用語集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

外部の方々との意見交換会　　　　　　　　　　　　79
編集後記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81

1

目次



2

編集方針

報告対象範囲
　千葉大学西千葉・松戸・柏の葉・亥鼻キャン
パスの教育・研究・診療・社会貢献活動および
本学が業務を委託した業者のキャンパス内にお
ける事業活動

報告対象期間
　2014 年４月１日～ 2015 年３月 31 日
※過去の実績を含む（対象期間を超えて報告す
る場合は、その旨を明記する）

報告対象者
　主に千葉大学学生、教職員、高校生、地域住民、
千葉大学に興味がある方、ISO14001・ISO50001
に興味がある方

発行部署
　千葉大学施設環境部（環境ＩＳＯ事務局）

作成部署
　千葉大学環境ＩＳＯ学生委員会

発行年月日　　
　2015 年８月 31 日

次回発行予定　
　2016 年８月

参考ガイドライン
　環境省「環境報告ガイドライン 2012 年版」

作成方針（千葉大学環境報告書 2015）
１．環境報告書自体の環境配慮
２．今後の活動の多角的な展望化
３．環境報告書の視覚化
４．学生主体の前面化
５．単純明快で簡潔な文章
６．環境報告書の内部機能の強化
７．環境報告書発行目的と方針の明文化
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環境報告とは
　環境報告とは、事業者が事業活動に関わる
環境情報を基に、自らの事業活動に伴う環境
負荷および環境配慮等の取り組み状況につい
て公に報告するものです。事業者の環境に配
慮した経営の状況を適切に社会に伝える、コ
ミュニケーションツールとしての外部機能
と、事業活動における環境配慮等の取り組み
を促進させる内部機能の二つの機能がありま
す。

千葉大学環境報告書とは
　千葉大学環境報告書は、千葉大学の環境に
関する方針・目標・計画、環境・エネルギー
マネジメントシステムに関する取り組み内容
とその実施状況等について、環境的・経済的・
社会的側面に基づき取りまとめ、2004 年度
から毎年公表しているものです。
　本書は環境ＩＳＯ学生委員会が構成・執筆・
編集等を行っており、千葉大学における環境
に関連した研究、環境教育を通した地域との
交流、学生主体で行う環境・エネルギーマネ
ジメントシステムの運用等、様々な先進的な
取り組みをまとめています。

　本書は、千葉大学の公式Webサイト上で
公開しています。トップページ
（http://www.chiba-u.ac.jp/）の【環境・ISO
の取り組み】からご覧いただけます。千葉大
学環境報告書のバックナンバーも公開してお
りますので、ぜひご覧ください。

メールによるご意見・お問い合わせ
　千葉大学が毎年発行する環境報告書につい
て、ご意見・ご感想・ご要望のある方は、下
記のメールアドレスまでご連絡をお願いいた
します。皆さまからのメールをお待ちしてお
ります。
info@chiba-univ.net

（千葉大学環境ＩＳＯ学生委員会　環境報告書班） 
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学長インタビュー

久保木 美帆　
千葉大学環境 I S O 学生委員会　
委員長（法経学部３年）

徳久 剛史　
千葉大学　学長

はじめに

　2014 年度は千葉大学で ISO14001 の認証取得から 10 年目に当たる年であり、また、2013 年 12 月に全
国の大学で初めて ISO50001 の認証を取得し、エネルギーマネジメントシステム（以下 EnMS）の運用が
本格的に始まった１年でした。千葉大学の「環境」に対する取り組みや方針について、環境ＩＳＯ学生委
員会の久保木美帆委員長が、徳久剛史学長にインタビューを行いました。

久保木：就任から１年経った今、学長がご覧になった 2014 年度はどのような１年だったでしょうか。
徳久：全国の大学に先駆けて千葉大学が ISO50001 を取得し、１年間が経過しました。ISO50001 は取得
することよりも、維持していくことの方が困難であり、今後の環境配慮運営においても、どのように環境
エネルギーマネジメントシステム（EMS・EnMS）を構築し、運用していくかが鍵となります。その意味で、
環境 ISO に関する活動が、新たな局面を迎えつつあった一年であったと思います。また、千葉大学は文部
科学省の「スーパーグローバル大学創成支援」のタイプ B( グローバル化牽引型 ) に採択され、『グローバ
ル千葉大学の新生』と銘打って新しい千葉大学へ向けて取り組み始めています。さらに、2016 年度に設
置予定の国際教養学部（※） の開講に向けた準備期間でもあったと思います。

久保木：そのような中で、千葉大学独自の学生主体による EMS・EnMS を 10 年間継続していることにつ
いて、どのようにお考えでしょうか。
徳久：私は環境ＩＳＯ学生委員会の設立当初からその活動内容に注目していましたが、学生が主体的に
参加し、社会で経験するような実務を行うことで、千葉大学の EMS・EnMS の構築と運用を行っていると
いう仕組みは、大変素晴らしいと高く評価しています。机と向き合って行われる講義といった形でなく、
実習という形での学びの機会を提供しており、大学の実務教育の一環となっている。これは他大学にない
すばらしい環境教育活動であると思っています。

久保木：千葉大学は 2013 年度に「地（知）の拠点整備事業（大学 COC事業）」に採択されるとともに、
2014 年度にはスーパーグローバル大学のグローバル化牽引型校に選ばれました。今後それらと環境分野
はどのようにして関連づけられていくのでしょうか。
徳久：大学 COC事業では、千葉大学の知を地域に広げるという意味で、この環境ＩＳＯ学生委員会が行っ
ている活動を地域に広めていくことで、地域住民の方に環境エネルギーマネジメントの概念を理解してい
ただき、協働して環境配慮活動に取り組んでいくことを考えています。また、スーパーグローバル大学と
しては、海外の学生との交流を通して、学生主体の EMS・EnMS を国内だけでなく海外にも輸出するイメー
ジを持っています。

 ※「国際教養学部」の名称や内容は 2015 年 7 月現在では予定であり、変更になる場合があります。
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久保木：千葉大学の環境やエネルギーに配慮した教育・研究活動について、特に注目しているものはご
ざいますか。
徳久：環境リモートセンシング研究センターと環境健康フィールド科学センターでの研究活動に注目し
ております。環境リモートセンシング研究センターでは、衛星データを解析後、それを公開し、砂漠化な
どの環境調査などで活用させるシステムを運用しています（詳細 p.25）。このシステムが環境研究の進展
に大きく寄与するものであると期待しています。また、柏の葉キャンパスに位置する環境健康フィールド
科学センターでは、園芸学部・薬学部・医学部の教員が、園芸と健康をテーマにさまざまな研究を行って
います。特に柏の葉キャンパスには最先端の植物工場が置かれています。研究対象として注目しているの
は漢方で用いられるような薬草であり、現在多くを輸入に頼っているのを、屋内で育てられるようにする
研究が進められています（詳細 p.23）。このような研究活動を伸ばしていくために、大学としてもできる
限りのサポートをしていこうと考えています。

久保木：千葉大学が抱えている課題について、どのようなものが懸念されますか。また、その課題解決
に向けて、どのように取り組んでいるのかを教えてください。
徳久：環境への配慮があまり問題にならなかった時代の遺産とも呼べる設備が大学内に多く残っていま
す。このような設備に対する環境に配慮した対応が重要だと思っています。例えば千葉大学は、化学物質
や高圧ガスボンベなどを多数抱えておりますが、昨年６月には、古い高圧ガスボンベから塩素ガスが漏洩
するという事故を引き起こしてしまいました。事故発生後にガスボンベの一斉安全調査を行い、管理者が
不明な高圧ガスボンベを一掃するための取り組みを進めており、このような事故の再発を防ぐための維持
管理を徹底しています ( 詳細 p.64）。事故発生後に対策を行う、いわゆる後追いの対策だけでなく、未然
に事故を防げるように、教員や学生への環境に関する啓発や内部監査など、環境 ISO の内容周知の徹底に
取り組んでいます。

久保木：この環境報告書は地域の方や千葉大学を受験する高校生なども読者として想定しています。そ
うした外部の方に向けてメッセージをお願いします。
徳久：千葉大学は地域に開かれた大学として、地域の皆様と連携した取り組みを実践するとともに、グロー
バル大学として最先端の教育・研究を世界に発信していきます。とくに、学生主体の EMS・EnMS を通じ
て実践力を養成するというプログラムでは、地球環境への配慮を怠らない人材の育成をしていきます。

久保木：最後に、千葉大学の学生・教職員に向けてメッセージをお願いいたします。
徳久：10 年間環境 ISO を継続してきたおかげで、環境への配慮に関する活動が当然なものとなっていて、
あまり深く考えなくなってしまっているようです。しかし生活環境は日々変化しているので、絶えず新し
い環境対策に挑戦しようとする意識改革が必要だと思います。学生たちも現状に満足せず、同じことの繰
り返しではなく、もっと良くするには何ができるか、新しい取り組みを次々とやってみることが大切だと
考えています。学生時代は、大学からリソースが与えられ、かつ多くの失敗が許される立場であるので、
この機会にぜひ貪欲に新しい活動にチャレンジしてほしいと考えています。
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　千葉大学では、2003 年 10 月より環境マネジメントシステムの運用を開始し、2013 年６月からはエネ
ルギーマネジメントシステムを統合して運用しています。以下の環境・エネルギー方針を定め、本方針に
沿って環境への取り組みを進めています。

千葉大学環境・エネルギー方針

2004年４月１日 制定

2008 年４月１日 改定

2013 年７月 24 日 改定

千葉大学長　徳久　剛史

はじめに

5

わたしたち人類は、産業革命以来、大量の資源エネルギーを用いてその活動を発展させてきました。

その結果、地球の温暖化、化学物質汚染、生物多様性の減少など、さまざまな環境問題に直面しています。

まさに、人間活動からの環境への負荷によって人類の存続の基盤となる環境がおびやかされています。

また、福島第一原子力発電所の事故に伴い、安全で持続可能なエネルギー源の確保が急務となっています。

われわれは、こうした現状に対して何をすべきか考え、英知を結集させるべきです。

千葉大学は、総合的な教育・研究機関として、この英知の形成と集積と実践に寄与していく責務があり

ます。

このため、とくに次の事項を推進していきます。

１．文系と理系の知恵を集積し、また附属学校と連携し、総合大学としての特長を活かした環境教育と

　　研究の実践を進めます。

２．省エネルギー・省資源、資源の循環利用、グリーン購入を推進し、構内の緑を保全します。

　　また、化学物質の安全管理を徹底し、汚染を予防します。これらにより環境負荷の少ない緑豊かな

　　キャンパスを実現します。とくに、環境・エネルギーに関連する法規制や千葉大学が同意する環境

　　に関する要求事項を理解し、遵守します。

３．環境・エネルギーマネジメントシステムの構築と運用は学生の主体的な参加によって実施します。

　　また、学生による自主的な環境活動を推奨し、多様な環境プログラムが実施されるキャンパスを

　　目指します。

４．環境・エネルギーマネジメントシステムを、地域の意見を反映させながら、地域社会に開かれた形

　　で実施していきます。

５．国立大学の中で全国トップ水準のエネルギー効率を維持し、継続的に改善していきます。

　　また、エネルギーパフォーマンス改善に繋がる製品やサービスの調達 、施設の設計を支援します。

千葉大学では、この環境・エネルギー方針に基づき目標を設定し、その実現に向けて行動するとともに、

行動の状況を監査して環境・エネルギーマネジメントシステムを見直します。これにより、継続的にシ

ステムの改善を図ります。

また、この環境・エネルギー方針は文書化し、千葉大学の教職員、学生、常駐する関連業者などの関係

者に周知するとともに、文書やウェブサイトを用いて一般の人に公開します。
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 ISO14001 認証取得から 10 年
　千葉大学は、2015 年 1 月 27 日に環境マネジメントシステムの国際規格である ISO14001 認証取得 10
周年を迎えました。千葉大学の特長である「学生主体」での取り組みにより、10年間の継続的発展を実現し、
2013 年には全国の大学で初めてエネルギーマネジメントシステムの国際規格である ISO50001 の認証を
取得しました。

6

千葉大学環境 ISO 学生委員会発足
学長による ISO14001 取得キックオフ宣言
環境マネジメントマニュアルの作成
初の環境目的・目標・実施計画策定、基礎研修、内部監査、
外部審査
附属小中学校に環境 ISO 委員会発足　（p.27）
環境報告書発行（以後毎年発行）
西千葉地区 ISO14001 取得
松戸・柏の葉地区環境 ISO 学生委員会発足
松戸・柏の葉地区 ISO14001 取得
「環境マネジメントシステム実習Ⅰ」「実習Ⅱ」開始　（p.44）
「千葉大学環境マネジメント実務士」資格認定開始　（p.44）
第 1回省エネイベント開催（以後毎年開催）　（p.29）
亥鼻地区環境 ISO 学生委員会発足（2013 年に西千葉地区
と合併）
亥鼻地区 ISO14001 取得（附属病院除く）
生協におけるレジ袋有料化の本格導入　（p.32）
落ち葉堆肥の地域住民への頒布開始　（p.34）
初回の ISO14001 更新審査
全国環境 ISO 学生大会共催
ミックス古紙回収システムの導入開始　（p.31）
「環境マネジメントシステム実習Ⅲ」開始　（p.44）
標準化教室の実施（以後毎年開催）（p.48）
古本市の開催（以後毎年開催）（p.33）
学生委員会がNPO法人格取得（p.48）
緑のカーテンの活動開始　（p.37）
エコプロダクツへの出展開始
第 2回の ISO14001 更新審査
最寄り駅周辺の放置自転車対策連絡協議会の設置
東日本大震災を受けて節電ポスタープロジェクト
被災地支援活動開始（以後毎年開催）（p.49）
太陽光発電によるイルミネーションイベント
全国環境 ISO 学生大会主催
「地球温暖化対策緊急会議 in 千葉大学」開催
環境コンサルティング事業開始
学生委員会 10 周年記念イベント開催
ISO50001 認証取得、第 3回の ISO14001 更新審査
西千葉キャンパスにシェアサイクルの導入　（p.36）
インカレごみ削減サークル「ちばくりん」発足　（p.53）
サステイナブルキャンパス推進協議会に参加
マイボトル普及啓発のモデル事業　（p.41）

千葉大学の環境マネジメントシステムと
環境ＩＳＯ学生委員会の主な活動・出来事　（参考ページ）

　この 10 年で見えてきた「学生主体」の環境・エ
ネルギーマネジメントシステム（以下 EMS・EnMS）
の構築・運用による効果は主に三つあります。

1. 省エネ省資源効果
　ISO14001 認証取得前の 2004 年度と 10 年後の
2013 年度を比較すると（附属病院除く）、エネルギー
消費に直結する床面積と構成員数が増加しているに
もかかわらず、総エネルギー投入量は約８％減少し
ました。床面積当たりの原単位にすると、約 13％減
となります。

2. 千葉大学の対外的評価
　2014 年度には、文部科学省国立大学法人評価委員
会が発表した「国立大学法人等の平成 25 年度評価
結果」において、「特筆される取り組み」として、千
葉大学の ISO50001 取得の取り組みが取り上げられ
ました。この評価結果では、「教職員、学生が一体と
なって環境・エネルギーマネジメントに取り組み環
境・エネルギーマネジメントシステムの導入・推進
を行った結果、大学として全国初となるエネルギー
マネジメントシステム（ISO50001）の認証登録を取
得している。」として紹介されています。

3. 学生への実務教育効果
　千葉大学では、2003 年に発足した環境ＩＳＯ学生
委員会が、実務経験として大学の EMS・EnMS の構築・
運用に主体的に携わっています。社会に出た学生委
員会のOBOGに「学生委員会の活動が仕事で役に立っ
たか」という調査を行ったところ、80％以上が「役
に立った」と回答するなど、効果がでています。 
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エコキャンパスへの取り組み

非常時でも飲料水の供給を可能にする地下水浄化供給システムの導入
　地下水浄化供給システムとは、西千葉キャンパス構内に新たに掘削された

深さ 110ｍの井戸から汲み上げた地下水を浄化設備によって処理し、公共水

道（県水）との併用利用することにより、上水として学内に供給するものです。

地下水（井水）を利用した本システム（地下水膜ろ過システム）は、以下の

ように水質の安全性、コスト面だけではなく、災害などの非常時の水ライフ

ラインの確保などのメリットがあります。

　○環境負荷軽減だけではなく安全な水が利用可能。

　○災害時における給水ライフラインの確保可能。

　○対前年度比における削減効果。

　　2014 年度ろ過水使用量（2014 年 12 月～ 2015 年 3 月）は、21,470（㌧）でした。

　　対前年度比における削減額は、4,512 千円となります。

地下水浄化システム

出典）株式会社ウェルシィ

　　　PCB 処理、地下水浄化システムを導入

　千葉大学では、キャンパスマスタープラン 2012 の基本整備方針である「安全・安心なキャンパスの実

現（Campus Safety）」のため、保管中のＰＣＢ廃棄物（ポリ塩化ビフェニル）（高濃度コンデンサ）の処

理を実施し、西千葉キャンパスにおいて県水と井水を併用した地下水浄化供給システムを導入しました。

ＰＣＢ廃棄物（ポリ塩化ビフェニル）の適正な処理
　日本では 1954 年（昭和 29 年）よりＰＣＢを封入するトランスやコンデンサ等の電気機器の製造を開

始しましたが、1968 年（昭和 43 年）に発生した「カネミ油症事件」をきっかけに 1972 年（昭和 47 年）

に生産・使用中止の行政指導が行われ、1975 年（昭和 50 年）に製造・輸入が禁止となりました。2001

年にＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法の制定により、適正な保管及び処理が義務付

けられています。

　本学ではＰＣＢ廃棄物（安定器等）を西千葉キャンパスの旧エネルギーセンターにおいて保管しており、

このうち高濃度コンデンサ 22 台について、日本環境安全事業（JESCO）に依頼し 2015 年 3 月に処理し

ました。
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　　　光熱水量の削減

　千葉大学では、光熱水量の削減のため、各部局に省エネリーダーを置き、部局ごとに省エネ行動計画
を作成しています。また、3ヶ月ごとに開催する省エネリーダー会議を通じて、各部局の省エネ行動計
画の実施状況を確認するとともに、内部監査においてもチェックする仕組みとしています。また、エネ
ルギー効率の悪い機器の入れ替えなどのために本部が補助金を支給する「エコ・サポート制度」を運用
しているほか、各種ステッカーやポスターによる呼びかけ、省エネ・省資源イベントの開催、エアコンフィ
ルター清掃などの促進を行っています。

省エネ・省資源イベントの開催
　毎年６月に電力使用量の削減などを喚起する省エネ・省資源イベントを開催しています。環境ＩＳＯ
学生委員会が 2005 年より継続して企画・運営し、2014 年に 10 周年を迎えました。2014 年度は、西千
葉キャンパスでは 6月 23 日・24 日に、『手軽にできる省エネ』をテーマとして、オリジナルうちわやか
き氷の配布、打ち水の実施、ハイブリッドカー・電気自動車の展示、創エネ体験などを実施し、200 名
以上が来場しました。
　また、松戸キャンパスでも６月 18 日・19 日に、亥鼻キャンパスでは 7月 2日にうちわ配布やエコク
イズなどを行いました。全学的なイベントを通じて、来場者に創エネ・省エネやごみ問題について、改
めて意識していただくきっかけになりました。

エコ・サポート制度について
　エコ・サポート制度は 2009 年度から実施しており、エネルギー効
率の悪い古い機器の更新を推進するために、その買い替え費用を本部
が半額補助する制度です。2014 年度はエアコン４台、冷蔵庫９台、
網戸の設置や窓ガラスの遮光塗装、LED照明の設置などの省エネ対策
22 件に対して、9,140 千円を採択しました。

エアコンフィルター清掃の促進
　環境ＩＳＯ学生委員会ではエアコンのエネルギー効率を上げるため、
研究室のフィルター清掃を促進しています。西千葉・亥鼻キャンパスで
は、フィルターの清掃方法を記載したポスターを配布するという新しい
取り組みのほか、学生が有料で清掃を請負い、計 84 台のフィルターを
清掃しました。松戸キャンパスでは、清掃依頼書を各研究室に配布し、
記録用紙を回収することで、76 枚のフィルターの清掃を確認できまし
た。

省エネリーダー会議の様子

西千葉キャンパスのイベントの様子 環境ＩＳＯ学生委員会制作のうちわ 松戸キャンパスでのうちわ配布の様子

エアコンフィルター清掃の様子

エコキャンパスへの取り組み
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　　　光熱水量の推移

　2014 年度の千葉大学の総エネルギー投入量は、前年度比で 0.2％の増、二酸化炭素排出量も前年度比
で 0.2％の増でした。エネルギーの内訳では、電気使用量が前年度比 1.9％増、ガス使用量が前年度比
4.7％減となりました。電気使用量の増加は、西千葉地区では企業等の共同研究及びプロジェクト型の研
究において、多消費型実験設備が増えたため、亥鼻地区ではバイオハザード制御実験室の改修に伴い特
殊空調設備が増設されたため、松戸地区では動物実験施設の空調方式とガス式空調機から電気式空調機
に更新したためと考えられます。また、柏の葉地区では、電気使用量は植物工場の稼動が縮小により減
少したものの、ガス使用量は 24 時間温度管理の必要な実験が開始されたために増加しました。水資源（上
水＋地下水）使用量は、前年度比 1.9％の増となりました。これは西千葉地区で配管の老朽化が原因で旧
薬学部１号館と附属学校で漏水事故があったことなどが原因です。

学生・教職員の省エネに関する意識
　2015 年４月に学生 1382 名、教職員 311 名にアンケートを実施したところ、「省エネルギーに配慮した
生活をしていますか？」との問いに対し、「意識している」（「いつも意識している」、「たまに意識してい
る」の合計）割合は、学生で 69.7％、教職員で 97.8％でした。また、「大学内で節水を意識していますか？」
との問いには、学生 53.1％、教職員 96.4％が「意識している」（同）と回答しました。教職員に比べると
学生の意識の方が低く、改善の余地があると言えます。（詳細 p.72 ～）

年度

2010 年度

2011 年度

2012 年度

2013 年度

2014 年度

対前年比

西千葉地区

245,211

199,647

206,319

206,785

208,512

100.8%

松戸地区

42,152

37,103

38,115

36,342

36,962

101.7%

柏の葉地区

7,456

19,056

25,104

28,828

23,528

81.6%

亥鼻地区

142,959

136,662

144,779

148,987

149,310

100.2%

医学部附属病院

368,549

351,065

359,102

362,416

366,253

101.1%

千葉大学合計

806,327

743,533

773,419

783,358

784,565

100.2%

総エネルギー投入量（単位：GJ）

年度

2010 年度

2011 年度

2012 年度

2013 年度

2014 年度

対前年比

西千葉地区

147.34

135.56

128.47

129.88

138.22

106.4%

松戸地区

42.91

44.72

31.95

25.72

23.98

93.2%

柏の葉地区

46.75

35.95

43.84

49.20

47.41

96.4%

亥鼻地区

72.77

73.92

68.10

68.34

63.67

93.2%

医学部附属病院

215.14

205.94

202.99

207.31

216.51

104.4%

千葉大学合計

524.91

496.09

475.35

480.45

489.79

101.9%

水資源（上下＋地下水）投入量（単位：千㎥）

年度

2010 年度

2011 年度

2012 年度

2013 年度

2014 年度

対前年比

西千葉地区

10,020

9,585

10,919

11,010

11,112

100.9%

松戸地区

1,701

1,782

2,031

1,949

1,987

101.9%

柏の葉地区

309

934

1,367

1,584

1,291

81.5%

亥鼻地区

5,837

6,602

7,687

7,964

7,992

100.4%

医学部附属病院

15,680

17,071

18,916

19,221

19,443

101.2%

千葉大学合計

33,547

35,974

40,920

41,728

41,825

100.2%

二酸化炭素排出量（単位：t）

エコキャンパスへの取り組み

３
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年度

2012 年度

2013 年度

2014 年度

対前年比

西千葉地区

23,915

24,516

25,662

104.7%

松戸地区

1,516

1,426

1,511

106.0%

柏の葉地区

98

80

157

196.3%

亥鼻地区

13,891

5,760

5,862

101.8%

医学部附属病院

2,436

3,258

2,985

91.6%

千葉大学合計

41,856

35,040

36,177

103.2%

紙類　A4換算購入量（単位：千枚）

　　　紙資源の３Ｒ

　紙は大学で大量に消費される資源の一つです。そのためとくに３Ｒ（リデュース、リユース、リサイク
ル）を進める必要があります。千葉大学では、ミックス古紙と裏紙の回収により紙の再資源化を推進し
ています。

学生・教職員の紙資源の３Ｒに関する意識
　2015 年４月に学生 1382 名、教職員 311 名にアンケートを実施したところ、「ミックス古紙をご存知で
すか？また、普段、ミックス古紙回収カートや回収ボックスを利用していますか？」との問いに対して、
知っている割合が学生では 47.9％、教職員では 91.3％で、利用している割合は学生が 15.6％、教職員が
77.2％でした。学生の利用率が特に低く、意識啓発が必要であることがわかりました。また、裏紙利用
や紙の適切な分別について、「意識している」（「いつも意識している」、「たまに意識している」の合計）
割合は、学生で 59.5％、教職員で 93.5％でした。この他、講義・会議資料作成時の工夫や、リサイクルボッ
クスの設置・活用など、教職員がすべき取り組みに対する意識は、概ね 8割程度が意識していました。（詳
細 p.72 ～）

用紙の購入量
　2014 年度の千葉大学での紙類購入量（Ａ４換算）は、前年度比 3.2％増となりました。また、トイレッ
トペーパーの購入量は前年度比 13.2％増となりました。西千葉では広報誌・情報誌の刊行量の増加や、
講義資料を電子情報で提供する講義の増加に伴い印刷が増えたことなどが原因です。松戸地区では国際
集会開催によるチラシ、配布資料の印刷による増加、柏の葉地区では集計区分の変更に伴う増加です。
講義資料の印刷増加について、環境ＩＳＯ学生委員会では、学生の余分な印刷を抑制するための新たな
方策を検討していきます。

ミックス古紙回収の取り組み
　千葉大学では「ミックス古紙」（千葉市では「雑紙」）という分別方法を導
入して、可燃ごみの総量を減らしています。資源古紙とは別に、メモ用紙や
お菓子の空き箱などを専用カートで回収することによって、従来可燃ごみと
して焼却処分されていた、束ねることのできない紙ごみがリサイクルできる
ようになりました。さらに、可燃ごみの回収費用１kg当たり24円に比べ、ミッ
クス古紙は無料なので、大学としても大きな経済的メリットがあります。
　雑紙を回収していない自治体も多く、新入生や留学生をはじめ、まだ学生
に浸透していない部分もあるため、今後も回収システムの普及と定着に努め
ていきます。

裏紙回収の取り組み
　大学では講義資料などで多くの紙が使用されますが、３年前から裏が白紙
の余った資料を回収し、印刷用紙として再利用することで、新しい印刷用紙
の購入を抑える取り組みをしています。しかし、裏紙回収は始まってから３
年目ということもあり、今後のさらなる裏紙回収システムの周知徹底および
その改善を行い、千葉大学の用紙使用量の減少に向けて取り組んでいきます。

ミックス古紙回収の様子

裏紙回収を促すポスター

エコキャンパスへの取り組み
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分別ボックス

レジ袋１枚５円

環境クイズの様子

スープ配布の様子

新生活応援リサイクル企画

　　　廃棄物の削減

　千葉大学では、ごみの３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を推進し、廃棄物の削減に努めています。

エコキャンパスへの取り組み

ごみの分別の徹底
　千葉大学ではごみを大まかに可燃ごみ、資源ごみ、不燃・粗大ごみ、

家電リサイクル品目の４品目に分別しています。中でも、日常的によく

捨てられる可燃ごみ、缶、ペットボトル、ビン、ミックス古紙の５種類

に関しては、構内に分別ボックスを置いて分別を徹底しています。

レジ袋有料制と環境対策「れじぶー基金」
　千葉大学生活協同組合（以下、生協）のレジ袋有料制（１枚５円）は、

学生の発案によって 2006 年から始まり、2007 年には生協全店舗で導入

されました。2014 年度のレジ袋購入者は生協利用者の 0.6％にとどまり、

100 万枚以上のレジ袋を削減しました。節減されたレジ袋購入費とレジ

袋販売収入を拠出して「れじぶー基金」と呼ばれる環境対策基金を設け

ています。基金の用途は環境ＩＳＯ学生委員会が提案し、生協店舗にお

けるエコグッズの割引販売やエコイベント企画など、学内の環境改善を

目的として使われています。

冬のエコイベントで省エネ・廃棄物削減を啓発
　環境ＩＳＯ学生委員会では、冬の環境意識の啓発を目的として、「れじ

ぶー基金」を使って、「冬のエコイベント」を行いました。西千葉キャン

パスでは 12 月 18 日、19 日の２日間、暖房器具を使わなくても身体が温

まるように、カイロケースとスープの無料配布や、家庭の食料廃棄に関

する環境クイズなどを実施しました。スープ配布の際は、容器をデポジッ

ト方式にすることでごみ削減意識の向上へと繋げました。また、松戸・

亥鼻キャンパスでも、カイロケースの配布や省エネの呼びかけを行いま

した。

家具・家電を卒業生から新入生にリユース
　千葉大学生協学生委員会（JCK）では、新生活応援リサイクル企画を

実施しました。2014 年 3 月に卒業する千葉大生から、いらなくなった家

具・家電などを回収し、春から新生活を送ろうとしている新入生に、そ

れらを一般に販売されているものよりも安価で販売した後、無料配送す

るというものです。販売による売り上げは保管用のプレハブの建設およ

び撤去費用、配送のために使用するレンタカー代、清掃に必要な用具等

の購入にあてられ、さらに残ったお金は生協に返納しました。JCK では、

活動の一環として再利用可能なお弁当容器のリ・リパックの回収を毎週

実施し、定期的に回収率向上のためのキャンペーンなども行っています。
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古本市で本をリユース
　４月 17 日、18 日に西千葉キャンパスで毎年恒例の古本市を実施し、
学生や教職員を中心に回収した教科書・専門書・文庫本などの古本を販
売しました。当日は延べ約 500 名が訪れ、大盛況となりました。最終的
に回収した 1944 冊のうち 593 冊を販売しました。回収数・販売数のい
ずれも前年の３倍以上の冊数であり、実施目的であるリユースの促進が
達成されたとともに、この行事の周知が進んだことを裏付ける結果とな
りました。売れ残った本は、希望する提供者には返本し、残りは千葉大
学 SEEDS 基金に寄付しました。また、総売上 158,900 円のうち、売上の
一部を本の提供者に返金し、残りの 68,665 円は環境活動の資金としまし
た。

古本販売の様子

学生・教職員の廃棄物削減に関する意識
　2015 年４月に学生 1382 名、教職員 311 名にアンケートを実施したところ、「普段から、なるべくごみを
出さない、ごみのリユース、リサイクルを意識していますか？」との問いに対し、意識している（「いつも
意識している」「たまに意識している」の合計）割合は、学生 67.0％、教職員 96.4％に上りました。また、
正しい分別を意識している割合は、学生 87.6％、教職員 98.7％で、どちらも廃棄物削減に対する意識は高
いことがわかりました。（詳細 p.72 ～）

廃棄物排出量の推移
　一般廃棄物排出量は前年度比 8.8％増に、また、産業廃棄物排出量は前年度比 26.6％増となりました。西
千葉地区では、総合研究棟（工学系）の竣功による移転に関連する廃棄物、教育学部農場のごみ処分により
一般廃棄物・産業廃棄物が増加しました。松戸地区では、Ｅ棟、浩気寮改修工事により一般・産業廃棄物が
増加しました。柏の葉地区では、前年度発生分をまとめて 2014 年度に処理したために産業廃棄物が増加し
ました。亥鼻地区では、記念講堂・いのはな同窓会館の改修後の引越しに伴い一般廃棄物が増加しました。
附属病院では、外来診療棟Ｂ棟竣功に伴う引越し、Ａ棟改修工事に伴い一般・産業廃棄物が増加しました。

年度

2010 年度

2011 年度

2012 年度

2013 年度

2014 年度

対前年比

西千葉地区

521.78

615.18

569.46

597.19

638.96

107.0%

松戸地区

62.51

53.76

48.84

53.41

56.91

106.6%

柏の葉地区

9.28

11.28

15.22

29.17

25.1

86.0%

亥鼻地区

134.95

157.83

114.12

113.24

129.16

114.1%

医学部附属病院

182.3

190.85

180.95

579.43

642.84

110.9%

千葉大学合計

910.82

1,082.90

928.59

1,372.44

1,492.97

108.8%

一般廃棄物排出量（単位：t）

年度

2010 年度

2011 年度

2012 年度

2013 年度

2014 年度

対前年比

西千葉地区

233.89

239.48

342.15

454.69

52.56

116.5%

松戸地区

25.11

33.69

22.06

44.15

52.35

118.6%

柏の葉地区

0.62

0.8

0.87

1.15

5.31

461.7%

亥鼻地区

67.74

101.36

121.95

190.2

140.73

74.0%

医学部附属病院

615.76

672.82

703.05

711.1

1,046.48

147.2%

千葉大学合計

943.12

1,048.15

1,190.08

1,401.29

1,774.42

126.6%

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物含む）排出量（単位：t）
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堆肥作製の様子 堆肥化等検討会議の様子

　　　落ち葉の有効利用

　千葉大学のキャンパス内には多くの樹木が生えており、毎年大量の落ち葉がごみとして廃棄、処理さ

れています。2014 年度は堆肥を作製し、放射線量調査を実施して頒布再開に向けての準備を行いました。

また、生協食堂の協力を受け、生ごみ堆肥作製に取り組んでおります。

堆肥の頒布再開に向けての準備
　環境ＩＳＯ学生委員会では、地元の環境ＮＰＯである「ＮＰＯ法人環境ネット」から技術的な指導を

受け、2006 年度より構内の落ち葉の一部を堆肥化し、「けやきの子」という名称で、地域住民に頒布す

ることで資源の有効利用に貢献してきましたが、東日本大震災以後は原発事故の影響により頒布を自粛

していました。

　2014 年度は、西千葉キャンパスで作製された堆肥を千葉大学アイソトープ実験施設において、放射線

量調査を行ったところ、図１の結果となり、農林水産省の定める落ち葉腐葉土に含まれる放射線量の基

準（400 ベクレル /kg）を大幅に下回っていることがわかりました。2015 年 8 月頃に、堆肥の頒布を再

開する予定です。

生ごみ堆肥化活動
　2014 年度、環境ＩＳＯ学生委員会では生協食堂より生ごみの提供を受け、夏季休業中に生ご
みを用いた堆肥の試作に取り組みました。2015 年度も引き続き試作に取り組み、実用化を目指
します。

堆肥化等検討会議
　千葉大学では毎年３回「堆肥化等検討会議」を開催し、環境ＩＳＯ学生委員会メンバーと教
職員、生協職員、千葉市を拠点として活動されているＮＰＯ法人環境ネットの方々と、千葉市
環境局資源循環部廃棄物対策課の職員の方々が集まり、堆肥化活動や公園整備活動の状況報告
や検討を行っています。

ロット番号

1

2

図１　落ち葉堆肥の放射線量調査結果

分析結果

Cs-137：142 ベクレル／乾燥堆肥 1kg

Cs-134：40 ベクレル／乾燥堆肥 1kg

Cs-137：230 ベクレル／乾燥堆肥 1kg

Cs-134：66 ベクレル／乾燥堆肥 1kg

エコキャンパスへの取り組み

３
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ククリスによる化学物質の管理

　　　化学物質の管理

　千葉大学では、日々さまざまな化学物質を用いて多様な実験・研究が進められ、新たな化学物質も生

み出されています。その中には人体や生態系に悪影響をおよぼす可能性のある物質や、環境への影響が

明らかになっていない化学物質が生成される場合もあります。このため、大学では化学物質を適正に管

理し、使用後も環境に負荷を与える恐れのないよう適切に廃棄するなどの処理を行っています。

千葉大学化学物質管理システム（ククリス ）の運用
　ククリス（ＣＵＣＲＩＳ：Chiba University 

Chemical Registration Information System）とは、

研究室で試薬・薬品等の化学物質購入時に、千葉大

学独自のバーコードを発行することで、学内でどの

ような化学物質がどれくらい使われているかを把握

するシステムです。導入からすでに８年が経過し、

おおむね使用が定着しています。不要薬品に関して

も研究室からの問い合わせに対して、総合安全衛生

管理機構が、処理方法の提案などを行い、適切な廃

棄ができています。

　また、千葉大学化学物質管理運営委員会を中心と

して、試薬・薬品のより安全で合理的な取り扱いを

推進しています。今後もククリスの運用をベースに、

試薬・薬品の購入から使用・廃棄に至るまで適切な

取り扱いができるよう運用を進めて参ります。

PRTR 法対象物質使用 ( 排出・移動 ) 量　　　　　単位：kg

※1ー西千葉地区における届出対象物質

※2ー亥鼻地区における届出対象物質

政令
番号

392

127

56

411

300

186

80

13

232

入量

6,940

7,766

2,700

3,344

2,395

2,043

1,960

1,048

430

対象物質名

ノルマルーヘキサン※

1※2

クロロホルム※1※2

エチレンオキシド※2

ホルムアルデヒド※2

トルエン※1

ジクロロメタン

キシレン※2

アセトニトリル

N.N- ジメチルホルムア

ミド

使用量

4,658

3,824

2,700

2,097

1,409

1,210

1,014

323

115

残量

2,282

3,942

0

1,247

986

833

946

725

315

エコキャンパスへの取り組み

ＰＲＴＲ法対象化学物質の収支
　千葉大学では環境に影響をおよぼす恐れのあるＰ

ＲＴＲ物質（462 物質）の集計を行いました。大半

の試薬・薬品はククリスに登録されていたため集計

作業の効率アップを図ることができました。2014

年度のＰＲＴＲ法の対象物質のうち，取り扱い（排

出・移動）量が 100 kg 以上の物質は下表の通りです。

ＰＲＴＲデータは大学や事業所を含めて全国集計さ

れ化学物質のリスク（エコチル調査（p.19 参照）な

ど環境リスク評価）に関する疫学調査などにも利用

される貴重な資料となります。 
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ＣＯＧＯＯの駐輪場の様子 回収された自転車

　　　自転車環境の整備

　千葉大学西千葉キャンパスでは、構内の自転車台数削減のため、2016 年度までに構内移動のための自

転車（自宅から通学用自転車は除く）の持ち込みを「ゼロ」にする代わりに、シェアサイクルを導入・拡

大しています。その他、構内の景観と安全の維持、自転車利用環境の改善を図るために、環境ＩＳＯ学生

委員会と教職員は協働して、自転車利用状況の調査・分析を行い、具体的な対策を実施しています。

自転車回収・譲渡イベント

　千葉大学では、卒業や故障などによる放置自転車が大きな問題になっています。そのため、環境ＩＳＯ

学生委員会では、放置される前に不要になった自転車を無料で回収、修理をして、主に留学生などの自転

車を必要とする学生に販売する「自転車回収・譲渡イベント」を実施しています。2014 年度は、卒業の

時期に合わせて２月から３月にかけて、合計 88 台集めました。そのうち状態の良い 31 台を修理し、５月

に両キャンパスで販売しました。松戸キャンパスでも２月から３月にかけて８台回収し、今後譲渡に向け

て動いていきます。

　今後は活動を拡大し、自転車の放置を抑制するだけでなく、ポスターを使った正しい自転車利用の周知

や駐輪マナーの改善など、構内の自転車環境の整備によって快適な学生生活が送れるような活動を展開し

ていきます。

シェアサイクルＣＯＧＯＯ

　ＣＯＧＯＯ（コグー）とはリレーションズ株式会社が提供するシェアサイクルシステムで、千葉大学西

千葉キャンパスに構内移動用自転車として 2013 年度に導入され、日々学生の構内の移動をサポートして

います。2014 年度は７箇所 50 台導入されており、登録者は 1,380 人でした。

エコキャンパスへの取り組み

３
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プランターの管理の様子 

ゴーヤによる緑のカーテン 

おひさまガーデンでの整備活動の様子 

　　　構内の緑化活動

おひさまガーデン

　松戸キャンパス北門から入り、坂をのぼりきった場所にある庭園で、

キャンパスを訪れる人々を迎え入れるように、春はチューリップ、夏は

ひまわり、秋はハーブ類、冬はパンジーをメインに、四季に応じて様々

な顔を見せてくれます。専門家のアドバイスのもと、月に１回学生主体

で除草や花の植え付け、多年草の管理などを行っています。さらに、お

ひさまガーデンで育てた植物を押し花やドライハーブにして、被災地支

援活動（p.49 参照）での、はがき作りや石鹸作りにも使用されます。そ

こには、学生の「被災地に花と緑で元気を届けたい」という思いが込め

られています。

   　　

緑のカーテン

　緑のカーテンとは、ゴーヤやアサガオなどを育てて作る植物のカーテ

ンです。景観の向上はもちろん、遮光の役割を果たすので夏場は室内温

度が下がり、空調機器の使用抑制による省エネ効果も期待できます。毎

年環境 ISO 学生委員会のメンバーがゴーヤを種から育てており、水やり

や追肥などの管理・測定をしています。また、ゴーヤの種の配布といっ

た緑のカーテンを知っていただくための広報活動も行っています。

プランターを用いた緑化

　西千葉キャンパスでは、学内緑化、景観の向上を目的として、花を植

えたプランターを設置しています。プランターの水やりや草取りなどの

管理は学生が行っています。2014 年度は、冬から春にかけて、プランター

を 20 基設置しました。近くを通る人が見て楽しめるよう、さまざまな

色のパンジーやマーガレット、ハボタンを植えました。2015 年度は、プ

ランターの設置規模を拡大し、より一層の緑化を目指します。

　千葉大学では、学生の手で構内の緑化や花植え活動が行われ、景観維持に貢献しています。

エコキャンパスへの取り組み

３
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グリーン購入促進ポスター

　　　分煙環境の整備と禁煙支援・グリーン購入促進

　千葉大学では、安全かつ快適な執務・教育環境の整備のため、喫煙所の設置による受動喫煙の防止
や、喫煙マナー向上の呼びかけを行うほか、禁煙サポートを行っています。また、環境にやさしい製
品を購入する「グリーン購入」も促進しています。

分煙環境整備の現状と展望
　千葉大学では「国立法人千葉大学における喫煙対策に関する方針」
に則り、非喫煙者の受動喫煙を防止するため各キャンパス内に喫煙所
を設置し、それ以外の場所での喫煙を禁止しています。また、喫煙マ
ナーを呼びかけるポスターの掲示により、そのルールの周知を図って
います。さらに一部の喫煙所にはプレハブ小屋を用意し、その中で喫
煙することで歩きタバコの防止に努めています。
　一方、喫煙所からの煙を歩行中に吸ってしまうこともあり、未だ受
動喫煙対策が完全ではありません。しかし全面禁煙にすると、むしろ
喫煙マナーの悪化を招くのではないかなどの懸念も指摘されており、
さらなる検討が必要です。また、定期的な喫煙所の見回りや清掃活動、
喫煙所の設置場所の見直しなども進め、継続的改善と生活環境の整備
を図っていきます。

禁煙サポート
　総合安全衛生管理機構では、学生と教職員向けに「禁煙教室」を開
催しているほか、「禁煙支援外来」の受付も行っています。

学生・教職員への意識アンケート結果
　2015 年 4 月に行ったアンケート調査によると、大学構内の喫煙者の割合は、学生 11.4％、教職員
18.6％で、2012 年からほとんど変化していません。分煙状況や喫煙マナーに対しては、学生 73.4％、
教職員 77.1％が満足又はやや満足していると答えています。キャンパス内の全面禁煙については、学
生 74.9％、教職員 76.5％が賛成又はどちらかといえば賛成と答えており、前年度の 65％を上回る結
果となりました。 

エコキャンパスへの取り組み

グリーン購入の促進
　千葉大学では、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等
に関する法律）の規定に基づき、毎年度「環境物品等の調達の推進を図る
ための方針」を策定して公表しています。この方針の中で、紙類や文具類、
オフィス家具をはじめとした物品およびサービス 267 品目を特定調達物品
等（「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」における判断の基準を
満たす物品等）として定め、調達目標を 100％として管理しています。ま
た、構内事業者においては、グリーン購入法適合製品に「適合マーク」を
表示するなどの自主的な取り組みを実施しています。さらに、環境 ISO 学
生委員会は、グリーン購入に関する理念や枠組みの理解促進を目的として、
グリーン購入に関するポスターを作成・掲示しました。 
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出典）総合安全衛生管理機構ホームページ
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　　　構内事業者へのインタビュー

　千葉大学では、大学構内に事業所を持つ事業者も構成員として、環境マネジメントシステムの運用に取り組んでいます。
事業者の皆様に環境ＩＳＯ学生委員会のメンバーが、環境への取り組みについてインタビューを行いました。

千葉大学生協ライフセンター　樋口 良治店長より
　ライフセンターでは、プリンターのトナーカートリッジ回収に力
を入れており、大学生協の中でもトップクラスの回収率を誇ってい
ます。また、閉店後や休業期間中の冷蔵庫の電源オフ、エアコンの
設定温度の調節といった省エネ活動に取り組んでいます。さらに、
グリーン購入法適合商品の販売や、リサイクル容器「リ・リパック」
の回収も継続的に行っています。

千葉大学生協食堂　上野 信広店長より
　生協食堂では、厨房の改装に伴い、消費電力を抑える仕組みを導
入しました。新しく設置したフライヤーのろ過装置での廃油量の抑
制や、休講期間中の不要な電気機器の電源オフ、定期的なエアコン
フィルターの清掃も継続して行っています。また、休講期間中には
環境ＩＳＯ学生委員会の学生と協力して生ごみの堆肥化の取り組み
も行っています。

ショップ大和屋　林 功店長より
　大和屋では環境に配慮した営業を毎年継続して行っています。具
体的には、お客様に受け入れてもらえるようなリサイクル商品を積
極的に仕入れたり、ごみの排出量を抑えるために裏紙を利用するな
ど、廃棄物を極力減らす努力をしています。

コルザ　沖野 好規調理長より
　コルザではこれまでと変わらず、環境に配慮した運営を行ってい
ます。具体的には、油のふき取りをしたり、グラストラップの清掃
を行ったりしています。また、初めに盛り付けるご飯の量を少なくし、
おかわりを自由にすることで、残飯を減らす工夫をしています。

ブックセンター　堀田 和美店長より
　ブックセンターでは営業終了後はすぐに照明を落としたり、エア
コンの温度調整をこまめに行うなど、環境に配慮した営業を行って
います。また、環境関連書籍の特集も行っており、利用者の環境意
識の向上に努めています。

エコキャンパスへの取り組み

インタビュアー：飯田浩宇（法政経学部法政経学科２年）
　　　　　　　　岡田晋作（法政経学部法政経学科２年）
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手作業による解体・分別 　機密処理（ディスクの破壊） 　　　圧縮製品化

　　関連事業者へのインタビュー

　千葉大学では、取引を行っている関連事業者への環境配慮要請として、①全く環境影響のないグループ
( 電子ジャーナル購読など )、②環境影響のあるグループ、③環境影響の大きなグループに分類し、①を除く
関連事業者と契約を結ぶ際には、千葉大学環境・エネルギー方針を示し、加えて③グループには業務に
関する具体的な環境配慮について伝達しています。環境ＩＳＯ学生委員会が関連事業者の１社、株式会
社近藤商会の代表取締役社長の近藤朝雄氏にお話を伺いました。

―千葉大学から回収するごみの処理に関して教えてください。

　千葉大学からは金属くずやプラスチックなどからなる備品すべてを回収しています。OA機器やその周

辺機器は手作業による解体・分別で不純物を除去し、90％以上のリサイクル率を達成しています。分別後、

リサイクル可能な金属・プラスチック類は圧縮製品化し、ブラウン管は不純物を除去する研磨作業を行

います。その後、素材ごとに専門業者に渡し、再資源化します。

―千葉大学への要望はありますか。

　処理工程の状況を考えて排出することができれば、さらに、分別などの質が高くなると思います。学

生や教職員が当社へ赴き、自分の目で見て調査し話し合いをすることで、処理工程や処理費に関する正

しい知識と理解を深めることが大切だと考えています。

―今後の展望はありますか。

　今の当社の取り組みを維持・継続させることが、お客様との信頼関係を築く上で大切だと考えています。

産廃業者としてただ再資源化に取り組むだけでなく、機密機器や機密書類を扱う際には破砕処理システ

ムの導入などにより徹底した情報漏洩防止の管理を行っています。今後も「情報漏洩防止」と「資源リ

サイクル」をコンセプトにして取り組む姿勢を変えず、当社の思いをお客様に伝え、環境に配慮した事

業活動を展開していきたいと思います。

「2014 年度千葉大学西千葉地区請負事業者：株式会社近藤商会」
　株式会社近藤商会は、企業や大学から産業廃棄物を回収し、中間処理（溶
融・圧縮・破砕・分離）後、リサイクル可能な素材はリサイクル業者へ
原料として販売しています。中間処理の前工程を重視しており、機械で
はなく時間をかけて手作業で廃棄物を種類別・素材別に分類することで、
リサイクル率を向上させることに努めています。2001 年３月には
ISO14001 の認証を取得し、「循環型社会の構築」をスローガンに環境保全・
配慮活動を推進しています。

インタビュアー：三津山 京（園芸学部食料資源経済学科３年）
　　　　　　　　野中 あおい（文学部行動科学科３年）

エコキャンパスへの取り組み
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　ＮＰＯ法人環境ＩＳＯ学生委員会では、2014 年 10 月から 12 月にかけて、容器包装の３Ｒを進める全
国ネットワークから委託を受け、千葉大学生協と協力して、マイボトルを利用したごみ削減のための実
証実験を行いました。

専用シール 販売したマイボトル 販売の様子

マイボトル専用自販機 キャップアート

集合写真

マイボトル専用自動販売機の設置
　モデル事業期間（10 月９日～ 12 月８日）限定で、西千葉キャン
パス生協ライフセンターに、マイボトルに飲料を充填できる専用自
動販売機を設置し、ココア、紅茶、コンソメスープ の３種類を 50
円（一律 180ml）にて販売しました。２ヶ月間の販売数合計は
1,274 杯であり、500ml ペットボトルの推定削減量は 458 本となり
ました。また、ペットボトル削減量の周知、マイボトルモデル事業
の PRのため、ライフセンターにおいてキャップアートを実施しま
した。

販売イベント（オープニングイベント）
　10 月９日、10 日の２日間にわたり、近隣店舗で様々な特典が受けられる専用シールが付いたマイボト
ル 800 個を、１個 100 円の特別価格で販売したほか、すでにマイボトルを持っている人には専用シール
のみを無料配布しました。

専用シール付きマイボトルの提示によるサービス
　マイボトルを普段から持ち歩いてもらえるよう、マイボトルモデル事業専用シールの提示によって、
千葉大学の近隣 10 店舗で様々なサービスを受けられる仕組みを整えました。事後調査によって、モデル
事業開始直後の 10 月はじめはサービス利用者も多かった反面、徐々に減少傾向にあることがわかりまし
た。

　　　マイボトルモデル事業
学生主体の取り組み
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マイボトルモデル事業とは
　マイボトルの使用促進・啓発と、ペットボトルを中心とした資源ごみの削減、資源のリデュース・リユー
ス意識の啓発を目的としたモデル事業で、独立行政法人 環境再生保全機構 地球環境基金の助成を受けて、
ＮＰＯ法人環境ＩＳＯ学生委員会と容器包装の３Ｒを進める全国ネットワークが実施しました。マイボト
ルを格安で販売し、大学生協内に専用自動販売機の設置と、専用シールが貼られたマイボトルの持参によ
り大学周辺の飲食店 10 店舗でサービスを受けられる仕組みを整えました。また、モデル事業参加者には
計３回のアンケートを実施して、マイボトルの使用状況や環境への意識変化を調査しました。



モデル事業アンケート結果
　モデル事業の成果を把握するため、モデル事業参加者に対し、合計 3 回のアンケートを行い
ました。実施時期と回答者数は、1 回目：10/9 ～ 10（販売イベント時）・825 名、2 回目：
11/11 ～ 16（事業期間中）・319 名、3 回目：12/18 ～ 24（事業終了後）・224 名でした。

92%がペットボトル・缶飲料の購入量が「減った」と回答
　左図のように、第 2回アンケートでは、ペットボトル・缶飲
料について 30%の人が「全く購入しなくなった」と回答し、「少
し減った」「大幅に減った」と合わせて 92%の人が「購入量が減っ
た」と回答しました。自由記述からも「ペットボトルや缶の飲
料水の購入回数が減りました。節約にもなるし、環境にも良い
ので、とても良い取り組みであると思いました。」との声が得ら
れました。

ペットボトル・缶飲料を「全く購入しない」人が増加
　１週間のペットボトル・缶飲料の購入量を聞いたところ、第 1回から第 3回の結果の推移から、「全く
購入しない」と回答している割合が増加しており、本事業の成果といえます。

総評
　アンケートによれば、85%以上の人が「学内にマイボトル用の無料給水スポットがあれば使用したい」
と回答しています。また、マイボトルを購入した理由は「安くマイボトルが手に入るから」が 66%でした。
マイボトルを利用して「よかった」こととして 81%の人が「飲料代が節約できること」を挙げています。
さらに、専用シール提示による近隣飲食店でのサービスも 89%の人が「再びサービスが始まれば利用し
たい」と回答しており、マイボトルの利用促進には「無料給水スポットの設置」「安さへの考慮」「特典
の増加」「かっこよさの PR」が重要といえる結果になりました。

本モデル事業の報告書　http://env.chiba-univ.net/nishichiba/mybottle_m_pro.html
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アガパンサスの手入れの様子

通りに咲くアガパンサス

大学祭への出展

Futsal For Two の様子

　千葉大学周辺には地域の景観維持向上に努めたり、グローバルな視野で社会貢献活動を行う
団体があり、千葉大学の学生も深く関わっています。そのいくつかを紹介します。

NPO法人 Drops
　Drops は、2005 年に千葉大学の学生を中心に設立したNPO法人で、「楽
しいコトづくり」をするグループです。様々な学部のメンバーと共に、
千葉大学正門から京成みどり台駅・ロータリーまでの” 学園通り” に力
を注いでいます。学園通りでは、5000 株のアガパンサスの手入れを毎月
第 3土曜日の午前中に行っています。ごみを拾い、草を取るという地道
な作業に、地元のみなさんと一緒に学生も汗を流しています。かつては
ごみが無関心に放置されていた学園通りが、変わりつつあります。この
春には、たくさんのアガパンサス色のかざぐるまで学園通りを彩り、新
しい出会いの季節をまちぐるみで祝いました。小さくひ弱だったアガパ
ンサスの株も、3年目を迎え、青くのびやかな葉がつきました。やがて、
夏のはじめに花芽をつける美しいアガパンサスに誘われて、新たな交流
や地道な活動の輪が広がることを願っています。　 　　　

執筆協力：NPO法人 Drops 代表　西田 直海氏　

学園通り「こうしたい」
　学園通り「こうしたい」は、自治会や地域住民と、Drops をはじめと
した千葉大学の学生が集まるチームです。2012 年 10 月に “学園通り”
にアガパンサスを植えたことをきっかけに発足し、現在は自治会のバッ
クアップを受けながらアガパンサスの手入れなどの活動を行っています。
ゆくゆくは地域コミュニティの中心になっていければと思っております。
「こうしたい」という名前には、みんなの「ああしたい、こうしたい、ど
うしたい・・・」という前向きな気持ちが込められています。まだまだ
未完成な組織ですが、イベントなどを企画しながら、自治会・子ども・学生・
商店などの垣根を超えた、地域の活性化を図っていきます。　

執筆協力：緑町１丁目自治会役員・有限会社ネットワーク　窪谷 輝氏

Fabric（ファブリック）
　Fabric は、国際的な社会貢献活動を通して貧困の解決を目指す千葉大
学の公認サークルです。学生が世界を視野に入れた社会貢献活動を行う
ことによって、あらゆる貧困問題の解決に寄与することを目的とし、主
に TFT（TABLE FOR TWO）と呼ばれる活動に取り組んでいます。これは、
先進国の人々がヘルシーな食事に対して払った代金の一部（20 円）を募
金として集め、そのお金で TFT 事務局を運営し、開発途上国の子どもた
ちに食事を届けるというものです。Fabric は千葉大学生協と連携し、TFT
の広報活動や TFT で用いるヘルシーメニューの提案を行っています。そ
して、大学祭ではTFTメニューの販売も行っています。そのほかにも、フェ
アトレード商品の紹介、また Study For Two や Futsal For Two などの取
り組みに参加することで社会貢献活動に挑んでいます。

執筆協力：Fabric　會川 和大郎（園芸学部緑地環境学科３年）

　　　身近な地域と世界の環境を考える４
学生主体の取り組み
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西千葉・亥鼻地区環境ＩＳＯ学生委員会 松戸・柏の葉地区環境ＩＳＯ学生委員会

　千葉大学では、学生が主体的に環境・エネルギーマネジメントシステム（EMS・EnMS）の構築、運用
を行っており、その取り組みの中核を千葉大学環境 ISO 学生委員会が担っています。

環境ＩＳＯ学生委員会について
　2003 年 10 月に千葉大学において ISO14001 認証取得への動きが始まるとともに発足しました。大学の
EMS・EnMS 運営組織の１つとして属し、EMS・EnMS の構築・運用の中心を担っています。環境 ISO 学
生委員会は、西千葉・亥鼻地区と松戸・柏の葉地区の２地区において、計 187 名（2014 年度末時点）が
所属しており、その活動は「環境マネジメントシステム実習Ⅰ～ III」として単位化されています。座学・
実務を通して EMS・EnMS の専門知識を身につける場となっており、この仕組みにより、環境に配慮し
た実務的な能力を持った人材の育成と、学生主体の EMS・EnMS の持続的な運用を図っています。

千葉大学環境エネルギーマネジメント実務士　
　千葉大学での実務経験を通して EMS・EnMS に関する専門的な知識を持った学生であることを外部に
対して示す学内資格です。実習 II の単位を取得後１年以上、環境ＩＳＯ学生委員会として活動した学生
に対して、学長から与えられます。2014 年度には 44 名を認定し、学生委員会発足以来、323 名の学生
が取得しています。

学生主体を実現する単位化の仕組み

４
学生主体の環境・エネルギーマネジメント
システムの構築・運用

学生主体の取り組み

実習Ⅰ
　EMS・EnMS の基礎知識を講義形式で習得し、実際に班活動に参
加することを通して EMS・EnMS の運用に携わるとともに、内部
監査員や基礎研修等の実務に必要な研修を受けます。
実習 II
　実習Ⅰの単位を取得した学生を対象としています。内部監査や
外部審査などの EMS・EnMS 運用上の重要な実務を実習するとと
もに、委員会で班長などを経験しながら、EMS・EnMS の実務活動
に中心的に関わっていきます。
実習 III
　実習 II の単位を取得した学生が、自治体や企業等にインターン
として赴き、そこで運用されている EMS・EnMS について学び、
それまでの経験を活かして、提言などを行います。

24 学部３年
実習Ⅲ

主に学部２年
環境マネジメントシステム実習Ⅱ

主に学部１年
環境マネジメントシステム実習Ⅰ

学生委員会
執行部

主に学部３年
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教授会での研修講師の様子 学部オリエンテーション
における研修講師の様子

話し合いの様子

監査チームの打合せの様子 学生委員会への内部監査の様子

外部審査と議事録用の
メモを取る学生の様子

学生委員会への外部審査の様子

　千葉大学の大きな特徴として、EMS・EnMS の運用に欠かせない PDCA（PLAN-DO-CHECK-ACT）サイクル
に沿った以下の中核業務にも環境 ISO 学生委員会が主体的に関わっています。

基礎研修
　千葉大学に所属している学生と教職員、構内事業者に対し、毎年
４月～５月に学生委員が講師となり、基礎研修を実施します。これは、
千葉大学の EMS・EnMS について知り、環境への取り組みについて
理解を深めていただくことに主眼を置いています。

各種文書の原案作成
　EMS・EnMS に必要な書類の多くを学生が作成しています。マネジメントの根幹を規定する「環境・エネ
ルギーマネジメントマニュアル」をはじめ、環境影響評価のとりまとめ、キャンパスにおける環境目的・環
境目標・実施計画の原案、各実施計画の達成度評価など、実務上重要な記録文書にまで及びます。

環境目的・環境目標・実施計画の策定
　毎年 12 月から 1月にかけて、学生委員会の学生が、EMS・
EnMS 上の監視測定責任者（施設環境部や総合安全衛生管理
機構など学内の環境に関わる部署と、学生委員会内の各班長
など）と話し合い、大学全体の環境目的・環境目標・実施計
画の項目を見直し、次年度の原案を作成し、環境 ISO 企画委
員会に提出します。

内部監査
　EMS・EnMS が計画通り運用されているかについて、毎年
９月末に、教職員と学生委員によって構成された監査チーム
が、100 以上のユニットを監査します。学生委員にとっては、
PDCAサイクルの「check」の部分を体験する貴重な機会でも
あります。また、内部監査自体の計画書やチェックリストな
ども、学生の内部監査部が作成します。また、学生委員会自
体も内部監査の対象となります。

外部審査
　毎年 11 ～ 12 月には、ISO14001・50001 の継続または更新
審査が、第三者の審査機関によって行われます。学生委員は、
外部審査に必要な書類を作成するとともに、当日は審査に同
行して議事録の作成を担当します。通常はなかなか学生が関
わることがない、外部審査の緊張感を感じることができる貴
重な体験です。また、内部監査同様、学生委員会自体も審査
の対象となり、委員長を中心に審査員による審査を受けます。

EMS・EnMS に関する中核業務への
学生委員会の関わり４

学生主体の取り組み
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環境ＩＳＯ学生委員会の年間スケジュール

　環境ＩＳＯ学生委員会は、千葉大学の EMS・EnMS の根幹に関わる業務を担うほか、年間を通じて様々

な活動を行っています。班ごとに活動したり、大きなイベントでは委員会が一丸となって取り組んだり

することもあります。そして、内部の交流を深めるために、合宿やスポーツ大会などのイベントも行っ

ています。以下は、学生委員会の 2014 年度の年間スケジュールです。（ｐ数は本報告書の参照ページ）

４

４月

５月

6月

7月

8月

9月

10 月

11 月

12 月

１月

２月

３月

基礎研修講師 (p.45)
新入生歓迎イベント
古本市 (p.33)
環境報告書執筆開始

落ち葉堆肥作り (p.34)
ちーあいふれあいの庭 (p.52)
自転車譲渡イベント (p.36)
クールビズポスター
環境報告書校正

エコライフ・フェアへの出展
こどもまつり (p.53)
省エネ・省資源イベント (p.29)
被災地支援活動 (p.49)
環境報告書学生原案完成

緑のカーテン完成 (p.37)
エアコンフィルター清掃 (p.29)
2 地区交流スポーツ大会
附属学校に「環境だより」配布

環境報告書発行
昆虫教室 (p.52)
全国環境 ISO 学生大会
夏合宿

2地区合同総会
エコメッセ in ちばへの出展
環境関連書籍紹介冊子の配布
内部監査対応

マイボトルモデル事業イベント (p.41)
被災地支援活動
ウォームビズポスター
地域交流ハロウィンイベント

大学祭での環境対応 (p.54)
クリーンデー (p.26)
サスティナブルキャンパス推進
協議会にて活動報告

外部審査対応 (p.45)
エコプロダクツへの出展
附属学校に「環境だより」配布
太陽光発電のイルミネーション
構内の駐輪台数調査 (p.36)
冬のエコイベント (p.32)
環境エネルギーマネジメント
システム実務士認定式 (p.44)
学生委員会代替わり総会

自転車回収イベント (p.36)
被災地支援活動
2地区合同総会
春合宿

学生主体の取り組み
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古本市・本回収イベント (p.33)
ヤングフェスティバル出展
「松戸市もったいないの日」
記念イベントでの発表
環境目的・目標・実施計画策定
ちーあいふれあいの庭

被災地支援活動 (p.49）
「環境エネルギーマネジメ
ントシステム演習Ⅰ」教
科書改訂
環境マネジメントマニュ
アル改訂



西千葉･亥鼻地区 11代目委員長

植草 太郎（法経学部総合政策学科４年）

　2014 年度は環境ＩＳＯ学生委員会発足 11 年目にあたり、20

年目に向けた初めの１年となりました。マイボトルモデル事業

（p.42 参照）など社会的影響力のある事業を行うことができたと

思っています。サステイナブルキャンパス推進協議会などでの

対外的な活動も活発に行いました。2015 年度は千葉大学で年次

大会を開催する予定です。また、様々な活動において広報にも

力を入れ、多くのメディアに取り上げていただくことができま

した。今後の展開としては、これまで学生委員会が積み上げて

きたものの精度を上げるとともに、学外へ広めることで、より

良い活動を行える学生が増えればと思っています。

　また、委員長としては、学生委員会メンバーの今後の活躍に

大いに期待したいと思っています。千葉大学の環境・エネルギー

マネジメントシステムを「主体的」に運用してきた力というのは、

社会に出ても必ず通用するものだと信じています。ぜひこれか

らも学生委員会の活躍に注目していただければと思います。

　最後になりますが、いつも環境ＩＳＯ学生委員会をご支援、

応援してくださる皆様に感謝を申し上げます。ありがとうござ

います。

松戸・柏の葉地区９代目委員長

木村 祥子（園芸学部緑地環境学科４年）

　松戸地区の特徴は、委員会を構成する学生が園芸学部生のみ

であるということです。その特徴を活かし、本来の業務である

環境・エネルギーマネジメントシステムの運用に加え、これま

で環境教育を取り入れた「戸定みんなの庭」や「昆虫教室」な

どのイベントを企画し、学内や地域とのつながりを大切にして

きました。2015 年度は、それらの恒例行事に加え、新しく流し

そうめんイベントを開催するなど、伝統を守りつつも挑戦する

年であったと思います。松戸地区は 2015 年度で 10 年目を迎え

ますが、現状に満足せず、学内や地域の皆さんとのつながりを

いつまでも持ち続けられるように挑戦心を持ち続けたいと思っ

ています。千葉大学の環境・エネルギーマネジメントシステム

は学内や地域の皆さんのご協力なしには成り立ちません。学生

委員一同、責任と誇りを持って精進して参りますので、引き続

きのご協力をよろしくお願いいたします。この環境報告書が少

しでも多くの方々の目に触れ、環境ＩＳＯ学生委員会の活動を

知っていただければ幸いです。

 

各地区委員長のコメント４
学生主体の取り組み
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　　NPO法人環境ＩＳＯ学生委員会の取り組み

　環境ＩＳＯ学生委員会は、学内の環境・エネルギーマネジメントシステム（以下、EMS・EnMS）の運
用で培った知識や経験を地域社会に還元し、学外に活動の場を広げるため、2009 年４月にNPO法人格を
取得しました。理事長以下役員すべてが学生で構成されています。NPO法人化から５年が経過した 2014
年度も多岐にわたる活動を実施しました。

環境ＩＳＯコンサルティング事業
　千葉大学の EMS を主体的に運用してきたノウハウを活かし、企業や他団体が ISO14001・50001 認証を
取得する際のサポートや、EMS 運用のお手伝いなどをすることを目的として活動しています。2014 年度
には、岩手大学の環境報告書に第三者意見を執筆しました。今後はさらに活動の幅を広げていく予定です。

４
学生主体の取り組み
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里山の整備の様子

標準化教室の様子

植樹里山事業
　2012 年 10 月に川崎汽船株式会社と「“K” LINE の森 猿待塚 里山活
動協定書」を締結し、生態系の保全と環境の大切さをさまざまな人に
感じてもらうことを目的として、植樹活動や里山の管理活動を行って
います。木を植えるという植樹活動だけではなく、植樹をした場所の
その後の管理も責任を持って行っています。
　2014 年度は、５月 17 日と７月 12 日、11 月 15 日に成田空港近隣
にある川崎汽船株式会社保有の “K” LINE の森で植樹や里山の整備、里
山自然教室といった活動を行いました。今後も、里山の再生に継続的
に取り組んでいく予定です。

環境出前授業「標準化教室」の実施
　2014 年度は、小学校と地域のイベントにおいて、延べ 130 名の児童・
生徒に対し、「標準化教室～環境という新しい指標～」というテーマ
で環境に関する出前授業を実施しました。
・2014 年５月 12 日
　東京都葛飾区立上千葉小学校５年生 105 名
・2015 年２月 22 日
　（財）千葉県青少年協会開催「第 10 回ヤングフェスティバル」
　幼稚園児、小学校低学年児童 25 名

　各授業において、子どもたちが目をキラキラさせて話を聞き、グルー
プワークにおいては活発に意見を出し合う様子が見られました。地球
温暖化といった環境問題の紹介やグループワークの方法を学年ごとに
工夫するなど、子どもたちの目線にあった授業を実施しました。

25
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環境・エネルギーマネジメント
システム運営組織

環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

環境・エネルギーマネジメントシステム運営組織
　千葉大学の環境・エネルギーマネジメントシステム（以下 EMS・EnMS）は以下のような組織で運用され
ています。EMS・EnMS の構成員は、教職員（非常勤講師を除く）、構内事業者（パート含む）、環境ＩＳＯ
学生委員会の学生、大学院博士後期博士課程の院生で指定された者からなっています。また、それ以外の学
生・院生や非常勤講師などは準構成員として、大学に属するすべての学生・教職員が EMS・EnMS に関わっ
ています。

環境ＩＳＯ企画委員会
　毎月開催され、EMS・EnMS の運営に関する重要事項の審議・検討や、各キャンパス間での情報の共有が
行われるほか、環境ＩＳＯ学生委員会のメンバーが活動の企画提案や報告を、企画書や報告書用いて行い、
教職員の委員から様々なアドバイスを受けます。また、環境ＩＳＯ学生委員会委員長は環境ＩＳＯ企画委員
会の委員として出席し、学生の視点からさまざまな提案を行います。

環境ＩＳＯ事務局
　施設環境部に属しており、法規制順守のための各種手続きや、学内外からの苦情・提案の受付、学内各部
局との連絡調整などを行っています。環境目的・環境目標・実施計画における環境ＩＳＯ事務局の業務の多
くを、環境ＩＳＯ学生委員会が実習として行っています。

環境ＩＳＯ実行委員会
　地区ごとに開催している委員会です。環境ＩＳＯ企画委員会での議論を受けて、環境ＩＳＯ企画委員会メ
ンバーから各部局に対して、依頼事項、報告事項などを伝達するとともに、部局からの意見を聴く場となっ
ています。

省エネリーダー会議
　部局ごとに定められた「省エネリーダー」による会議です。この場を用いてエネルギーマネジメントシス
テムに関する情報を、各部局や環境ＩＳＯ事務局の間で伝達します。

部局とユニット
　部局は事務局、学部、大学院、センター、構内事業者などを単位とします。大きな部局は、さらに、研究
室（実験系）や学科・部（非実験系）単位のユニットに分けられています。西千葉地区は 31 部局 225 ユニッ
ト、松戸・柏の葉地区は２部局 72 ユニット、亥鼻地区は 13 部局 113 ユニット、計 46 部局 410 ユニット
(2015 年６月現在 ) からなります。

※EMS・EnMS 運営組織図 

（組織図は 2015 年４月１日現在）
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環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

環境目的・環境目標と達成度評価一覧

　環境に特に影響を与え、またはその可能性がある項目に関して、千葉大学環境方針に基づいて、キャンパ

スごとに環境目的・環境目標・実施計画を設定しています。環境目的は中長期（原則として 3年間）、環境

目標は短期（同１年間）の視点から設定しています。
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　大学の教育・研究活動から生じる環境負荷には、教育・研究に使用される電気などの各種エネルギー
の利用や、用紙などの資源の消費、排出される二酸化炭素や廃棄物などがあります。千葉大学ではこれ
らの環境負荷の適正管理に努め、環境負荷低減に積極的に取り組んでいます。2014 年度の物質収支は以
下の図のとおり（パーセントは前年度比）です。詳細なデータは資料編（76 ページ）をご覧ください。

物質収支 ( マテリアルバランス )

○基本情報 
集計範囲：国立大学法人千葉大学（西千葉、亥鼻、松戸、柏の葉）
対象期間：2014 年度（2014 年 4 月 1日～ 2015 年 3 月 31 日）　
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環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

水資源

水資源投入量  
 489.79 千㎥
 101.9% 
  
上水使用量  
 336.06 千㎥
 102.6% 
  
地下水使用量  
 153.73 千㎥
 100.6% 

主要物質

化学物質投入量  
 19.57 ｔ
 96.5% 
  
紙類（Ａ4判換算）購入量
 36,177 千枚
 103.2% 
  
トイレットペーパー購入量
 149.49 千ﾛｰﾙ
 113.2% 

学内の主な活動

             教育

　　    
           
              研究

            

             診療

      

         課外活動

キャンパス外への移動

化学物質排出量・移動量
 17.59 ｔ
 94.6% 
  
廃棄物総排出量  
 3,267.39 ｔ
 117.8% 
  
廃液排出量  
 47.90 kℓ
 105.5% 

主な再資源化品目

空きビン 
　　　　　16t

94.1%
空きカン 
　　　　　14t

87.5%
ペットボトル 
　　　　   27t

103.8%
  
古紙類 　　　
　　　　   463t

106.2%

INPUT

資源の投入量

エネルギー
総エネルギー投入量 
 784,565 GJ
 100.2% 
  
電気使用量  
 60,680 千 Kwh
 101.9% 
  
都市ガス使用量  
 4,254.40 千㎥
 95.3% 
  
Ａ重油使用量  
 43.48 kℓ
 73.9% 

29
OUTPUT

環境への排出

大気・水域への排出
二酸化炭素排出量 
 41,825 t-CO2
 101.0% 
  
硫黄酸化物（ＳＯＸ）排出量 
 0.045 ｔ
 73.8% 
  
下水排出量  
 359.68 千㎥
 102.2% 
  
ＢＯＤ排出量  
 55.30 ｔ
 75.9% 

30

再資源化
（マテリアルリサイクル）
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　千葉大学では、2006 年度から環境保全活動の取り組みに対する費用対効果を把握するために、「環境

会計」情報の集計に取り組み始め、環境報告書においてその結果を公表しています。2007 年度集計分か

らは、これまで集計対象外としていた環境保全対策に伴う人件費を新たに集計項目に追加し、投資額と

費用額に分けて集計を行っています。

2014 年度の環境会計
　千葉大学の2014年度の環境保全コストは4.8 億円（うち投資額2.1 億円、費用額 2.7 億円）でした。また、

環境保全対策に伴う経済効果は、有価物等の売却収入・光熱水料の節減額等が増加したため 1.8 億円の増

加となりました。

環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

環境会計
31



環境関連法規制等の順守状況
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 法規制順守の取り組み
　千葉大学では、環境に関連する法令や条例等
の特定と順守状況の評価は、本学の環境・エネ
ルギーマネジメントシステムに組み込んで実施
しており、規制順守とともに、環境負荷の低減
と汚染の未然防止に努めています。
　2005 年 10 月には、学内憲章と行動規範を
制定・公表し、全教職員に法令順守と倫理的行
動の徹底を求めています。

環境関連法規制の概要
　千葉大学が教育･研究活動を展開するにあた
り、規制を受ける環境関連法規制の主なものは
以下のとおりです。
公害等に関する法律
・大気汚染防止法
・水質汚濁防止法
・騒音規正法など
地球温暖化対策・省エネルギーに関する法律
・地球温暖化対策推進法
・省エネルギー法など
リサイクル・廃棄物に関する法律
・資源有効利用促進法
・容器包装リサイクル法
・家電リサイクル法
・廃棄物処理法など
化学物質・労働安全に関する法律
・PRTR 法
・毒物及び劇物取締法
・労働安全衛生法など
その他の法律
・環境配慮促進法
・環境配慮契約法
・グリーン購入法など
県･市町村条例等
・千葉県条例
・千葉市、松戸市、柏市条例他
・学内規定など

 

環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

学内憲章

行動規範

環境・エネルギー
方針

法令

条例

学内規定

倫理的

行動

法規制

順守
教職員

NetFM（ネットエフエム ) とは
　NetFMの基本システムは、ユーザー参加型
（発生源入力型）の施設管理データベースシス
テムで、研究室から事務室、講義室、廊下･階
段等のあらゆるスペースの管理が行えます。
機能としては、施設の利用情報、設備情報、
不具合情報等をインターネット経由で発生源
から入力できる利用状況調査機能と、データ
の集計、分析機能があります。

法規制順守のための体制の確立
　千葉大学では、環境関連の法規制順守体制を確
立するため、各学部やセンターの下にユニットを
設定し、そのすべてのユニットの環境責任者等が
法規制の該当状況をチェック、評価しています。
　なお、法規制の該当状況を調査する手段として、
NetFMシステムを利用し、｢NetFM施設利用状況
調査｣を毎年行っています。
　また、上記に関連する教育・訓練等を以下のと
おりユニット単位で実施しています。
1. 手順書等の作成
①取扱い手順書
　法規制等の順守が求められるプロセス ( 化学物
質や機械等の取扱い、実験動物等の取扱いなど )
について平素の取扱い手順書を著しい環境影響を
及ぼす可能性のあるユニットごとに作成します。 
②緊急事態対応運用文書
　緊急時の措置を記載した運用文書を、すべての
ユニットで作成します。

2. 研修等の実施
専門研修の実施
　取扱い手順書を基に、研修等を通じてユニット
構成員に留意点を周知し、実施日時等を記録・保
管します。 
緊急事態対応研修･テストの実施
　緊急事態対応運用文書を基に、定期的にテスト
を実施し、結果を記録･保管します。

32
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高圧ガスボンベのガス漏れ事故について
■概要：2014 年６月 30 日、工学部にあるボンベ庫内で、塩素ガスボンベ容器が腐食し、塩素
ガスが漏れる事故が発生しました。幸い、発見が早かったため、学生や環境に被害はなく、専
門業者に依頼して処分することができました。これは、ボンベを使用せず、管理が不十分なま
ま長期間保管していたことが原因でした。本件について、同年８月に千葉県から「高圧ガス容
器の管理の徹底について」という通知を受け、同年10月に「高圧ガスボンベの管理徹底について」
を全学に周知しました。
■対策：同様の事故を防ぐため、同年８月に「高圧ガスボンベの緊急調査及び点検」を全学で
実施し、ボンベの状況確認と不要ボンベの処分を行いました。翌９月に実施した ISO の内部監
査においても、長期間使用していないボンベの有無と管理についてヒアリングを行いました。
さらに 12 月に「高圧ガスボンベの調査結果の確認について」でフォローアップを実施すると
ともに、これらを踏まえて、経過年数に関係なく「今後使用する予定の無いボンベ」と「所有
者（＝管理者）が不明なボンベ」の業者への返却または処分を徹底し、使用中のボンベに所有
者の表示をすることとなりました。

環境関連法規制の順守結果
　2014年4月1日から2015年3月31日までの間に、環境に関する訴訟・過料等はありませんでした。

ただし、千葉市による立入検査において、2014 年 10 月に西千葉キャンパスにおいてジクロロメタ

ンの、下水排水基準超過が指摘されました。また、９件の自主検査による下水排除基準超過があり

ました。

　当該部局において適正な処理方法の周知徹底を行うとともに、関連部局に対して同様の違反が起

こらないよう周知を行いました。

2014 年度排水基準値超過状況

採取日

2014/4/2

2014/4/16

2014/4/30

2014/10/29

〃

〃

〃

2015/3/18

〃

学　部

園芸学部

園芸学部

園芸学部

看護学部

〃

　

　

医学部

〃

測定値（㎎ /ℓ）

67

74 

72 

620 

34 

1.2 

870 

2.2

3.1

基準値（㎎ /ℓ）

60

60 

60 

600 

30 

1.0 

600 

1.0

1.0

 

対応

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

水質改善について注意

規制物質名

全窒素（Ｎ）

全窒素（Ｎ）

全窒素（Ｎ）

浮遊物質量（SS）

ノルマルヘキサン抽出物質

含有量（動植物油脂類）

鉄及びその化合物(溶解性）

浮遊物質量（SS）

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）

団地

松戸団地

松戸団地

松戸団地

亥鼻団地

〃

西千葉団地

西千葉団地

亥鼻団地

〃

採取日

2014/10/9

学　部 測定値（㎎ /ℓ）

0.31

基準値（㎎ /ℓ）

0.20

対応

ジクロロメタン保有研究室の
ジクロロメタン使用状況調査
及び適正な廃棄処分の徹底を
図った。Ａ系統末端検水桝の
排水桝の洗浄を行った。

規制物質名

ジクロロメタン

団地

西千葉団地

※改善勧告・注意を出したもの

■自主検査

■千葉市立入検査
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環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

内部監査の実施

　2014 年９月 26、29、30 日の３日間、177 名からなる監査員（教職員 91 名、学生 86 名）が、教職員

と学生でチームを組む形で全キャンパス の計 121 ユニット（西千葉 65、松戸・柏の葉 15、亥鼻 41）を

対象とする内部監査を実施しました。2014 年度は、過年度に重大な要改善点があったユニット、リスク

が存在するユニットであって過去 2年間に対象となっていなかったユニット、新設されたユニットなど

の条件で、対象ユニットを選定しました。

１.　監査結果が良好なユニットの比率が前年比減少
　　　重大または軽微な要改善点の指摘がなかった良好ユニットの比率は、全体では 47.9%（55.4%）で、

　　西千葉地区 41.5%（43.5%）、松戸・柏の葉地区 60.0%（63.6%）、亥鼻地区 53.7%、（67.6%）でした。

　　全体的に減少傾向ですが、これは新設項目の指摘が増えたものが影響しています。

２．重大な要改善点の平均指摘件数は、監査ユニットあたり前年比増加
　　　すべての重大な要改善点の指摘（34 件）の内訳における前年比較をみると、「ユニットの目的・目

　　標・実施計画を定めていない」が前年 32%→今年 15%になり、「順守評価チェックシートの未作成」

　　が前年 10%→今年 6%と減少していますが、これは「高圧ガスボンベの転倒防止措置不足」と「毒

　　劇物等の管理不徹底（表示欠落、施錠せずなど）」の合計が前年 19%→今年 38%、「化学物質等の運

　　用管理にかかる改善点」が前年 3%→今年 12%と大幅に増加していることが原因です。

内部監査結果を踏まえた内部監査責任者による改善意見（抜粋）
１．内部監査の指摘事項にもとづく運用の改善が確実に図られるように、所見書に対して、被監査ユニ

　　ットが確実に改善計画・報告を提出する必要があります。また、重大な要改善点の再発を繰り返し

　　ているユニットには、さらなる個別指導を行い、改善を図る必要があります。

２．今回の内部監査で指摘されたすべての重大な要改善点のうち、「高圧ガスボンベの転倒防止措置不

　　足」に係るものが最大の割合（21%）を占めています。直接重大な事故につながりかねない項目で

　　すので、各部局において引き続き管理の徹底を図る必要があります。

３．EnMS 関連項目のうち重大な要改善点の指摘数は 1ユニットあたり 0.04 と低く、昨年からの

　　EnMS の成果が表れています。

４．内部監査で指摘された「良い点」については、昨年度に引き続き、環境報告書に項目を設けるなど

　　の水平展開を行っています。環境ＩＳＯ事務局において、この点をさらに推進させていくことを期

　　待します。

重大な
要改善点

軽微な
要改善点

観察事項

西千葉地区 65 (92) 26 (40) 0.26 (0.26) 0.91 (0.92) 0.71 (0.52)

松戸・柏の葉地区 15 (33) 9 (21) 0.20 (0.00) 0.33 (0.58) 0.60 (0.27)

亥鼻地区 41 (68) 22 (46) 0.29 (0.12) 0.54 (0.38) 0.88 (0.53)

合　　計 121 (193) 57 (107) 0.26 (0.16) 0.71 (0.70) 0.75 (0.70)

良好
ユニット数

１監査ユニット当たりの指摘他件数
監査

ユニット数
地区名

内部監査の指摘事項の概要　（　）内は前年度
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　2014 年度の内部監査において、ほかのユニットに水平展開をすることが望ましい取り組みである良好

事例がいくつかありました。そこで、良好事例を行っているユニットに環境ＩＳＯ学生委員会のメンバー

が取材に伺いました。

■会議のペーパーレス化のため一人 1台 iPad を導入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／教育学部事務　 石井 武夫 
―iPad 導入に至った経緯と仕組みを教えてください。

　教育学部の教授会は人数が多いため、事務の業務負担の軽減や紙の使用削減を図る目的

で、一人 1台 iPad を配布し、資料はすべて iPad から事務部のページにアクセスして見ても

らうようにしました。

―導入の効果はどのようなものでしょうか。

　年間約 60 万円の費用減や、業務負担の大幅減があります。会議の出席者が多いため、以

前は資料の印刷にもかなりの時間を割いていました。現在では各部署からデータをもらっ

て iPad 上で見られるようにしています。また、公開を学内 LAN上に限ることで、セキュリ

ティの強化にもつながっています。

　今後は、出席者や頻度の多い会議から順次 iPad の導入を進め、最終的にはすべての会議

へ導入したいと考えています。

■実体験を踏まえた緊急事態対応研修の実施

　　　　　　　　　　　　　／工学部共生応用化学科　梅野 太輔准教授
―実際に起きた危険な出来事を教えてください。

　研究室には、法で制限されていなくても危険な毒物や劇物がたくさんあります。実験で

使用するときに、体にかかり、気づかないうちに腫れてしまうこともありました。また、

廃液処理をするときに化学反応を起こし発熱や煙が出ることもありました。

―安全研修の実施方法や徹底の仕方を教えてください。

　『基礎化学実験安全オリエンテーション』『バイオ系実験安全オリエンテーション』とい

う本とビデオで学生に対して研修を行ったあと、軽く試問をして理解しているか確かめて

います。また、何か事故が起きたときには、緊急に集まって問題を検証し再発防止に努め

ています。他の研究室の先生に専門的なことを聞く、他の大学や研究室で起きた事故など

の情報を取り入れるなど、事故が起きないように日々気をつけています。

■フローチャートを活用した積極的な紙ごみ分別

　　　　　　　　　　　　／千葉大学附属図書館亥鼻分館　武内 八重子
―フローチャートとはどのようなものなのでしょうか。

　紙ごみの分別の仕方を表すものです。対象となるごみに個人情報の記載があるかなど、

いくつかの分別基準が順々に記されており、その流れに従って進んでいくと最終的にそれ

が燃えるごみか、ミックス古紙かを判断することができるようになっています。

―導入の経緯を教えてください。

　2007 年のミックス古紙導入開始時にこのフローチャートを作成し、改めて分別を明確に

しました。封筒やパンフレット、毎日の新聞など、図書館は他の部局と比べても廃棄され

る紙が多いので、それを適切に分別するためこのような基準を設けました。また、亥鼻分

館では紙を古紙回収業者に無料で引き取ってもらっているので、そこで回収されるものと

空き箱などのミックス古紙を分ける必要もありました。今後は、燃えるごみの中でもミッ

クス古紙にできるものがないかを職員の中で、より意識させていければいいなと思います。

内部監査における良好事例の紹介
環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果

インタビュアー　小室 芳樹（法経学部総合政策学科３年）　石川 愛海（法政経学部法政経学科２年） 　木戸屋 昌利（法政経学部法政経学科２年）

インタビュアー　上村 拓生（工学部機械工学科２年）　高橋良彰（法政経学部法政経学科２年） 　福田 菜穂子 ( 園芸学部園芸学科 2年 ) 

インタビュアー　久保木 美帆（法経学部総合政策学科３年）　三木 茜（法経学部総合政策学科３年）　飯田 浩宇（法政経学部法政経学科２年）
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最高経営層によるマネジメントシステムの見直し

　「環境・エネルギーマネジメントシステムの見直しのための情報」に基づき、下記のとおりの方向

性で、環境・エネルギーマネジメントシステムを見直すことが必要と判断する。

記

１．内部監査の指摘に対応して

　　　内部監査における要改善点の指摘に対する是正処置が確実に実施されるように配意すること。

　　重大な要改善点の再発を繰り返しているユニットを特定し、部局環境責任者から個別指導を行

　　うこと。環境・エネルギーマネジメントシステムの重要性について、学内に対してさらに十分

　　に周知するように努めること。内部監査で収集された各ユニットでの優良事例について、ひき

　　つづき学内に周知されるよう努めること。

　　とくに、以下の項目について確実に改善を図ること。

　　・毒劇物等の管理不徹底（表示欠落、施錠せずなど）と高圧ガスボンベの転倒防止措置不足が

　　　みられるため、「化学物質の正しい使用・管理・廃棄のためのチェック項目」を確実に運用す

　　　ることを通じて、これらの管理を徹底すること。

　　・2年以上使用しないで保管期間が経過した高圧ガスボンベが学内に数多く保有されているこ

　　　とから、適切に返却・廃棄を進めていくこと。

２．目的目標の達成状況に対応して

　　　とくに、以下の項目について確実に改善を図ること。

　　・エネルギー多消費型機器の保有ユニットや導入予定ユニットに対してエネルギー効率の改善

　　　のためのノウハウを提供するとともに、学内の省エネルギー意識の維持・向上の働きかけを

　　　行うことにより、さらなるエネルギー消費量の削減に努めること。

　　・CUCRIS の運用や化学物質の安全管理が徹底するように個別指導に努めること。とくに今後の

　　　地震の可能性などに備え、危険物の安全保管の徹底を図ること。また、退職などに伴う薬品

　　　の引き継ぎ処理を徹底させ、不要薬品が発生しないよう努力すること。

　　・紙の有効利用を進めるための措置を講ずるとともに、ミックス古紙の回収システムの定着を

　　　はじめとして一般廃棄物の排出量を削減するため必要な措置を講ずること。

　　　また、以下の項目について引き続き対策を行うこと。

　　・喫煙マナーの徹底と喫煙所の適正配置を進めること。

　　・亥鼻キャンパスにおける学生委員会の人数確保のための方策を検討し実施すること。

　　・学内におけるシェアサイクルの運用拡大を進めるとともに、放置自転車の防止など学内およ

　　　び最寄り駅周辺での駐輪マナーを向上させるために必要な措置を講ずること。

２０１４年１１月１９日

千葉大学長　　　徳　久　　剛　史

環境・エネルギーマネジメント
の仕組みと結果
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３．法律・条例の履行状況に対応して

　　　各キャンパスにおける水質基準の順守をさらに徹底すること。高圧ガスボンベの管理を徹底する

　　こと。

４．組織の環境パフォーマンス評価結果と組織のエネルギーパフォーマンス及び関連するエネルギー    

　　パフォーマンス指標の評価結果に対応して

　　　各部局で管理をしている光熱水量について、引き続き省エネ使用の管理を行うこと。とくに基準

　　値（類似の部門にかかる国立大学法人全体の平均値）と比較して基準値を超えている部局は対応を

　　徹底すること。

５．次期に向けて計画されたエネルギーパフォーマンスに対応して

　　　各部局とも、省エネ行動計画に沿って省エネ項目を確実に実施すること。

６．教育研修の実施状況に対応して

　　　確実に各ユニットで専門研修・緊急事態対応研修が行われるように更に努力を行うこと。

７．要改善点の達成状況に対応して

　　　内部監査時に指摘された要改善点を確実に改善するように、該当ユニットを適切に指導すること。

８．学内外の関連する利害関係者からの要望に対応して

　　　実行委員から各部局・ユニットへの情報伝達がすみやかに行われるように留意すること。　　　

　　NetFM施設利用状況調査と各種チェックシートについて、回答しやすさを確保するとともに、事務

　　作業負担を合理化する観点からさらに改良を加えること。

９．周囲の状況の変化（法規制の制定・改訂、新技術の開発等）に対応して

　　　新規に制定された法規制について、確実に対応できるように、学内での周知徹底に努めること。

　　ＬＥＤ照明・外灯の導入拡大を進めるとともに、太陽光発電など再生可能エネルギー設備の導入を

　　進めること。環境・エネルギーマネジメントシステムの教育上の効果を確認するため、アンケート

　　の措置を継続すること。

１０．全体を通じて

　　　　大学の学生主体の環境・エネルギーマネジメントシステムについて、学内外の利害関係者や　

　　　報道メディアに対してさらに広報 PRを強化すること。2015 年 4 月のリニューアルの際に大学の

　　　ホームページのトップページから「環境・エネルギーへの取り組み」へのリンクを設けること。
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昨年の学長見直しの指摘事項 フォローアップ結果
１．内部監査の指摘に対応して

内部監査における要改善点の指摘に対する是正処置が確実に実施される
ように配意すること。重大な要改善点の再発を繰り返しているユニット
を特定し、部局環境責任者から個別指導を行うこと。環境・エネルギー
マネジメントシステムの重要性について、学内に対してさらに十分に周
知するように努めること。内部監査で収集された各ユニットでの優良事
例について、ひきつづき学内に周知されるよう努めること。

内部監査所見書に対する是正処置計画・報告書の返送が確実に行われ
るよう、該当部局に要請を行い、すべてのユニットから提出を得た。
部局長連絡会議における環境報告書や内部監査結果の報告などを活用
して環境マネジメントシステムの重要性について、周知を行った。

２．目的目標の達成状況に対応して
とくに、以下の項目について確実に改善を図ること。 以下のとおりの取り組みを進めている。

エネルギー多消費型機器の保有ユニットや導入予定ユニットに対してエ
ネルギー効率の改善のためのノウハウを提供するとともに、学内の省エ
ネルギー意識の維持・向上の働きかけを行うことにより、さらなるエネ
ルギー消費量の削減に努めること。

2013年度は、夏の平均気温が平年値よりも高く猛暑による空調負荷が
増大したため、前年度比で1.3％増加したが、2011年度以降、継続し
て震災前の2010年度実績は下回った。

CUCRISの運用や化学物質の安全管理が徹底するように個別指導に努める
こと。とくに今後の地震の可能性などに備え、危険物の安全保管の徹底
を図ること。また、退職などに伴う薬品の引き継ぎ処理を徹底させ、不
要薬品が発生しないよう努力すること。

基礎研修や内部監査などにおいて普及啓発に努めるとともに、総合安
全衛生管理機構において運用の徹底を図った。

学内におけるシェアサイクルの運用拡大を進めるとともに、放置自転車
の防止など学内およびJR西千葉駅・京成みどり台駅周辺での駐輪マナー
を向上させるために必要な措置を講ずること。

基礎研修において、普及啓発のためのリーフレットを配布し、啓発に
努めた。シェアサイクルの台数も増加させた。西千葉駅前の状況は、
電磁ロック式駐輪場の開設などによって引き続き改善したが、みどり
台駅前については電磁ロック式駐輪場を使わずに放置される自転車が
見られ、更なる対策が必要である。

また、以下の項目について引き続き対策を行うこと。

紙の有効利用を進めるための措置を講ずるとともに、ミックス古紙の回
収システムの定着をはじめとして一般廃棄物の排出量を削減するため必
要な措置を講ずること。

紙類購入量は、2012年度は前年度比で45.5％増であったが、2013年度
は1.7％増であった。また、各キャンパスで行われた建物の改修工事
に伴い、一般廃棄物排出量15.2％増となった。

喫煙マナーの徹底と喫煙所の適正配置を進めること。 基礎研修・ポスターなどにおいて普及啓発に努めた。

亥鼻キャンパスにおける学生委員会の人数確保のための方策を検討し実
施すること。

西千葉・亥鼻地区学生委員会として運用することとし、亥鼻キャンパ
ス関係の人員を西千葉地区から出すこととした。引き続き、亥鼻キャ
ンパス関係学部の学生委員会メンバーの確保が課題となっている。

３．法律・条例の達成状況に対応して

各キャンパス、とくに亥鼻キャンパスにおける水質基準の順守をさらに
徹底すること。

下水排除基準違反については、自主検査で６件、千葉市立入検査で２
件判明し、前年度を大きく上回った。引き続き完全に順守できるよう
徹底すべきである。

４．教育研修の実施状況に対応して

確実に各ユニットで専門研修・緊急事態対応研修が行われるようにさら
に努力を行うこと。

4月に各ユニットにおいて専門研修を徹底するように伝達するととも
に、内部監査においてその状況を確認した。

５．要改善点の達成状況に対応して
内部監査時に指摘された要改善点を確実に改善するように、該当ユニッ
トを適切に指導すること。

内部監査においては、未是正ユニットの固定化傾向が明らかになって
きた。適切な指導が必要である。

６．学内外の関連する利害関係者からの要望に対応して

実行委員から各部局・ユニットへの情報伝達がすみやかに行われるよう
に留意すること。NetFM施設利用状況調査と各種チェックシートについ
て、回答しやすさを確保するとともに、事務作業負担を合理化する観点
からさらに改良を加えること。

部局の事務組織の協力を得つつ情報伝達が確実に図られるように努め
ているが、今後とも努力が必要である。NetFM施設利用状況調査と各
種チェックシートについては、今後とも改良が必要である。また、
「化学物質の取り扱いに関するチェック項目」については、化学物質
運営委員会と協力して、改めて周知の徹底を図る必要がある。

７．周囲の状況の変化（法規制の制定・改訂、新技術の開発等）に
対応して

新規に制定された法規制について、確実に対応できるように、学内での
周知徹底に努めること。ＬＥＤ照明の導入拡大を進めるとともに、太陽
光発電など再生可能エネルギー設備の導入を進めること。環境・エネル
ギーマネジメントシステムの教育上の効果を確認するため、アンケート
の措置を継続すること。

第一法規の「エコブレイン・セレクション～Web版環境法令マネジメ
ントサービス～」を各構成員が閲覧できる環境を整備している。H25
年度実績(全キャンパス総計)において、LED照明を111台、LED外灯74
台、太陽光発電パネルを3箇所25kWと、導入を進めることができた。
教育効果を確認するためのアンケートを継続して実施した。その活用
が必要である。

８．全体を通じて

環境ISOを支える教員体制の維持強化に努めること。実態に合った形で、
環境・エネルギーマネジメントマニュアルを修正すること。大学として
全国初のISO50001の認証取得を契機に、大学のホームページのトップ
ページから「環境・エネルギーへの取り組み」へのリンクを設けるこ
と。大学の学生主体の環境・エネルギーマネジメントシステムについ
て、学内外の利害関係者に対してさらに広報すること。

環境ISOを支える教員体制の強化として、2014年7月より技術補佐員を
雇用し、事務局の業務のサポートと学生指導を担当している。大学の
ホームページについては達成できておらず、2015年度のリニューアル
に合わせて修正する必要がある。エコプロダクツ展等のエコイベント
で環境ISO学生委員会がブースを展示するなど、対外的な広報が進展
した。
































